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美
し
き
、ふ
る
さ
と
野
田

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
野
田
市
に
は
、
独
自
の
歴
史
や
自
然
、
伝
統
や
文
化
が
息
づ
き
、

四
季
を
通
じ
て
美
し
い
自
然
が
街
を
彩
り
ま
す
。

　
こ
の
魅
力
あ
る
財
産
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
か
し
、
満

喫
し
な
が
ら
、
よ
り
快
適
で
住
み
や
す
い
「
ふ
る
さ
と
野
田
」
を
創

っ
て
い
き
ま
す
。



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
祝
賀
ム
ー
ド
で
迎
え
た
　
世
紀
も

21

　
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
関
宿
町
と
合
併

10し
た
野
田
市
は
両
市
町
の
街
づ
く
り
の
懸
案
事
項

を
着
実
に
解
消
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
生
活
に
密
着
す
る
福
祉
・
医
療
等
の
水
準
も
大

幅
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
　
年
は
国
の
政
治
状
況
が
不
安

10

定
で
あ
り
、
景
気
が
回
復
せ
ず
、
本
格
的
な
少
子

高
齢
社
会
の
到
来
も
あ
っ
て
国
民
の
ス
ト
レ
ス
が

増
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
、
新
し
い
　
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

10

た
り
私
の
考
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
民
の
間
に
広
が
っ
て
い
る
不
安
は
一
自
治
体

で
解
消
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

の
暮
し
や
す
さ
、
安
心
感
を
高
め
る
た
め
の
施
策

を
重
点
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
し
い
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、

野
田
市
の
長
期
構
想
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
「
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の

施
策
を
強
化
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
野
田
市
は
江
川
地
区
の
開
発
か
ら
保

全
へ
の
方
針
転
換
、
里
山
保
全
条
例
の
制
定
、
剪

定
枝
等
の
堆
肥
化
に
始
ま
る
有
機
農
業
の
推
進
、

玄
米
黒
酢
の
水
田
散
布
に
よ
る
減
農
薬
の
取
組
等

様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
が
昨
年
の
「
田
園
自
然
再
生
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
農
林
水
産
大
臣
賞
の
受
賞
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
　
の
一
環

10

と
し
て
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
国
際
自
治
体
会

議
へ
の
参
加
、「
全
国
運
河
サ
ミ
ッ
ト
　
利
根
運

in

河
」
の
開
催
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
川
と
田

ん
ぼ
と
林
を
組
み
合
わ
せ
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
生
物
多
様
性
を
高
め
、
単

に
周
囲
を
河
川
に
囲
ま
れ
緑
が
多
い
と
い
う
「
み

ど
り
と
水
」
で
は
な
く
、「
質
の
高
い
み
ど
り
と

水
」
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
開
発
の
進
ん
だ
首
都

圏
で
野
田
市
の
魅
力
を
際
立
た
せ
、
農
業
の
発
展

と
併
せ
て
新
し
い
成
長
戦
略
に
繋
が
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

《
地
方
自
治
功
労
》

新
納
　
茂
氏（
　
）関
宿
町
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展

68

に
尽
力

古
橋
　
喜
久
男
氏（
　
）関
宿
町
議
会
議
員
並
び
に
野
田
市
議
会
議
員
と
し
て
多

68

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

《
消
防
功
労
》

寺
田
　
 和
  雄
 氏（
　
）野
田
市
消
防
団
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に

や
す
 お

74

尽
力

渡
辺
　
守
孝
氏（
　
）野
田
市
消
防
団
分
団
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
防

68

災
に
尽
力

寺
田
　
 
氏（
　
）野
田
市
消
防
監
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
尽
力

71

小
山
　
 正
  司
 氏（
　
）野
田
市
消
防
司
令
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
消
防
業
務

た
だ
 し

74

に
尽
力

《
社
会
福
祉
功
労
》

川
鍋
　
忠
氏（
　
）民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向

72

上
に
尽
力

山
口
　
慶
子
氏（
　
）民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の

70

向
上
に
尽
力

野
田
市
関
宿
商
工
会
様
　
多
年
に
わ
た
り
共
同
募
金
運
動
に
奉
仕

《
教
育
文
化
功
労
》

椎
原
　
 紘
  一
 氏（
　
）中
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

こ
う
 い
ち

70

小
池
　
 壽
  郎
 氏（
　
）小
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

と
し
 ろ
う

70

須
賀
田
　
貞
彦
氏（
　
）小
学
校
長
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に

70

尽
力

市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た

　
個
人
・
団
体
に
表
彰
状
と
感
謝
状

「
第
　
回
野
田
市
表
彰
式
」を
１
月
４
日
、文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。
地
方

39

自
治
や
消
防
な
ど
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体

に
表
彰
状
を
、
ま
た
、
公
共
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
さ
れ
た
個
人
・

団
体
に
感
謝
状
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
贈
り
し
ま
す
。（
順
不
同
）

許
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野田市表彰

質
の
高
い「
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
」で

　
　
　
　
　
        野
田
の
魅
力
ア
ッ
プ
を

　
野
田
市
長

　
　
　
　
根
　
本
　
　
崇



距

渡
辺
　
勇
氏（
　
）私
立
幼
稚
園
の
理
事
長
と
し
て
幼
稚
園
教
育
の
振
興
等
に
尽
力

76

石
原
　
千
鶴
子
氏（
　
）学
校
給
食
の
普
及
と
充
実
に
尽
力

59

張
替
　
二
三
夫
氏（
　
）野
田
盆
栽
協
会
会
長
等
と
し
て
盆
栽
の
普
及
と
発
展
に

77

尽
力

 小
  梶
 　
和
子
氏（
　
）短
歌
の
究
明
と
研
鑽
を
重
ね
つ
つ
短
歌
の
普
及
に
尽
力

こ
 
か
じ

73

《
産
業
功
労
》

株
式
会
社
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
様
　
農
業
生
産
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
自
然

環
境
保
全
・
再
生
活
動
に
尽
力

《
環
境
緑
化
功
労
》

み
ど
り
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
実
行
委
員
会
様
　
多
年
に
わ
た
り
緑
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
励
み
緑
化
の
推
進
に
尽
力

《
交
通
安
全
功
労
》

瀬
能
　
靖
男
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

68

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

関
根
　
 
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・
安

71

全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

海
藤
　
政
男
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

79

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

張
替
　
功
男
氏（
　
）交
通
安
全
対
策
指
導
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
事
故
防
止
・

75

安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力

《
ス
ポ
ー
ツ
功
労
》

安
田
　
昭
次
郎
氏（
　
）野
田
市
剣
道
連
盟
理
事
等
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー

70

ツ
の
振
興
に
尽
力

宮
澤
　
 彌
  慧
  子
 氏（
　
）野
田
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
理
事
長
等
と
し
て
多

み
 
え
 
こ

73

年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

間
中
　
 太
 
ひ
ろ

 亮
 氏（
　
）第
　
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

あ
き

14

41

B
　
男
子
　
走
幅
跳
　
第
1
位

 《
感
謝
状
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
道
子
氏

野
田
ガ
ス
株
式
会
社
様

野
田
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

憲 憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲

憲 憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲

　
新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と
希
望

に
満
ち
た
平
成
　
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

23

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
足
踏
み
状
態

が
続
い
て
い
る
わ
が
国
の
景
気
に
対
し
、
政
府
は

日
本
経
済
を
回
復
軌
道
に
乗
せ
よ
う
と
、
様
々
な

行
政
運
営
を
試
み
て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

失
業
率
が
高
水
準
に
あ
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
経

済
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
デ
フ
レ
の
影
響
や
さ
ら

な
る
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
市
民
生
活
に
と
っ

て
も
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
安
堵
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
の
野
田
市
に
目
を
向
け
て

み
ま
す
と
、
市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
で
は
、

60

趣
向
を
凝
ら
し
た
様
々
な
記
念
事
業
を
実
施
し
、

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

の
開
催
市
と
し
て
、
活
気
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と

え
に
市
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
と
ご
協
力
の
賜
物

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
に
お
き
ま

し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
市
町
村
行
政
は
、
地
方
分

権
を
確
立
す
る
た
め
、
更
な
る
行
財
政
改
革
を
進

め
、
ま
た
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
幅
広
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
野
田
市
総
合
計
画
並
び
に
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
真
に
必
要
と
す
る
施
策
実

行
の
見
地
か
ら
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
生
活
基
盤
、
福
祉
施
策
、
防
犯
・
防
災
対
策
、

教
育
の
充
実
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
順

次
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
が
豊

か
さ
や
幸
せ
を
よ
り
実
感
で
き
る
生
活
の
実
現
の

た
め
、
各
種
の
行
政
施
策
の
実
現
に
向
け
て
創
意

工
夫
を
重
ね
る
と
と
も
に
最
善
の
努
力
を
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
限
り
な
い
ご
発
展
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
か
さ
や
幸
せ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
  市
民
生
活
実
現
を
目
指
し
て

　
野
田
市
議
会
議
長

　
　
　
　
中
　
村
　
利
　
久



に
行
っ
て
い
る
「
ご
み
出
し
支
援
事

業
」
の
対
象
者
約
　
人
に
、
買
物
の

200

現
状
と
今
後
の
要
望
な
ど
を
お
聴
き

し
ま
し
た
。

　
結
果
、
少
な
か
ら
ず
買
物
に
不
便

を
感
じ
て
い
る
方
が
存
在
し
、
買
物

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
利
用
し

た
い
意
向
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
よ
り
正
確
な
買
物
環
境
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、　
月
に
、　

11

70

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯
を
２
千

世
帯
抽
出
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
結
果
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
買

物
弱
者
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、　
月
に
は
、
市
内
の
主
な

10

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
者
な
ど

に
、現
在
実
施
、あ
る
い
は
実
施
予
定

の
買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
伺
い
、
宅

配
、買
物
品
配
達
、配
食
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
事
業
者
が
市
内
に
　12

事
業
者
　
店
舗
確
認
で
き
ま
し
た
。

18

　
と
り
あ
え
ず
の
買
物
弱
者
対
策
と

し
て
、
買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
事
業
者
を「
買
物
支
援
推
進
店
」

と
し
て
、自
治
会
の
回
覧
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
広
く
周
知
し
、実
施
事
業
者
の

掘
り
起
こ
し
を
し
た
い
考
え
で
す
。

◆
冬
期
湛
水
水
田
　
候
補
地
を
選
定

し
、
試
験
的
に
実
施
す
る
こ
と
の
協

力
が
得
ら
れ
た
ほ
場
は
、
現
在
、
井

鋸

　
先
の
３
月
議
会
で
、
本
年
度
の
事

業
方
針
と
し
て
申
し
上
げ
た
事
項
の

進
捗
状
況
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
愛
宕
駅
西
地
区
　
県
道
結
城
野
田

線
の
拡
幅
に
取
り
掛
か
り
、
今
後
、

西
駅
前
線
の
整
備
に
入
り
ま
す
。

　
両
線
の
整
備
の
目
途
が
立
ち
、
現

在
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
土
地
開
発

公
社
で
売
買
代
金
決
済
と
土
地
引
き

渡
し
の
協
議
に
入
っ
て
い
ま
す
。

◆
買
物
弱
者
対
策
　
７
月
に
、
市
内

全
８
地
区
　
名
の
民
生
委
員
地
区
会

24

長
・
副
会
長
の
皆
さ
ん
か
ら
周
辺
住

民
の
買
物
環
境
を
、
ま
た
、
８
月
に
、

家
庭
の
ご
み
を
集
積
所
へ
出
す
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

の
効
果
や
有
機
肥
料
の
使
用
に
よ
る

収
穫
量
の
変
化
、
ほ
場
と
周
辺
地
域

の
生
態
系
の
変
化
な
ど
を
調
査
し
、

減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
の
取
り
組
み

の
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、「
自
然
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
」
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
野
田
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

◆
ブ
ラ
ン
ド
米
の
学
校
給
食
で
の
使

用
　
　
月
１
日
か
ら
、
玄
米
黒
酢
農

10

法
の
特
別
栽
培
米
の
使
用
を
開
始
し
、

今
後
、
江
川
地
区
で
生
産
し
た
米
の

使
用
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
給
食
米
の
購
入
は
、
県
学
校
給
食

会
を
使
う
方
式
を
改
め
、
Ｊ
Ａ
ち
ば

東
葛
の
協
力
で
、
直
接
集
荷
、
精
米

し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
を
購
入
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会
で
、
根
本
市
長
は
、
水
田
の

22

冬
期
湛
水
や
魚
道
、
江
の
設
置
で
多
様
な
生
き
物
を
育
む
自
然

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
や
、
過
密
化
の
解
消
に
向
け
、
学
童
保

育
所
の
整
備
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ま
め
バ
ス
　
「
野
田
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
計
画
の
変
更（
素
案
）」

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
で
、

　
人
か
ら
　
件
の
意
見
を
頂
き
、
意

42

196

見
が
多
岐
に
わ
た
り
、
時
間
を
要
し

て
い
ま
し
た
が
、
運
行
計
画
素
案
へ

の
反
映
を
、　
月
１
日
開
催
の
検
討

12

専
門
委
員
会
議
で
伺
い
、
最
終
的
な

案
を
ま
と
め
た
い
考
え
で
す
。

　
各
関
係
機
関
や
自
治
会
な
ど
と
の

協
議
、
道
路
運
送
法
上
の
手
続
き
を

進
め
、　
年
４
月
の
運
行
開
始
を
目

23

指
し
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

◆
学
校
耐
震
補
強
工
事
　
第
一
中
学

校
管
理・特
別
教
室
棟
は
工
事
が
９
月

戸
ポ
ン
プ
の

設
置
や
魚

道
、
江
の
設

置
な
ど
を
進

め
、深
水
管

理
な
ど
に
よ

る
雑
草
抑
制

４月にはさらに３か所が開設予定（写真は関宿中央小第二学童４月にはさらに３か所が開設予定（写真は関宿中央小第二学童））

平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

２２
  自
然
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
や

　
    過
密
化
を
解
消
す
　

　
る 
学
童
保
育
所
の
整
備
なな
　

　
どど

報
告

 
報
告

新
市
建
設
計
画
の
　
　
　

確
実
な
実
現

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化

持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

確
立
と
食
の
安
全
の
確
保

試験的試験的にに市内８か所市内８か所でで冬期湛水を冬期湛水を実施実施



　
日
に
完
了
し
、来
年
度
の
普
通
・
特

27別
教
室
棟
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
南
部
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震

診
断
を
実
施
し
、「
倒
壊
の
危
険
性
が

高
い
」と
の
結
果
が
出
ま
し
た
の
で
、

来
年
度
に
耐
震
補
強
工
事
の
設
計
を

実
施
す
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

　
福
田
第
一
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

は
、
今
年
度
分
は
９
月
　
日
に
完
了

30

し
、
引
き
続
き
、来
年
度
に
実
施
し
、

同
様
の
時
期
の
完
了
予
定
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
設
備
の
設

置
工
事
は
、
計
画
ど
お
り
　
年
１
月

23

末
ま
で
に
は
全
校
完
了
予
定
で
す
。

◆
浅
間
下
排
水
ポ
ン
プ
場
の
建
て
替

え
　
老
朽
化
が
進
み
、本
来
の
機
能
の

維
持
が
困
難
で
、耐
震
上
も
問
題
が
あ

り
、全
面
的
に
建
て
替
え
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
、工
事
を
日
本
下
水
道
事

業
団
に
委
託
す
べ
く
、基
本
協
定
の
締

結
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、公
契
約
条
例
の
適
用
が
あ
る

か
検
証
し
た
結
果
、直
接
適
用
は
困
難

と
考
え
、
協
定
締
結
後
、
労
働
者
の
賃

金
確
保
に
係
る
覚
書
を
締
結
し
、実
質

的
に
条
例
適
用
に
準
じ
た
取
り
扱
い
と

す
る
こ
と
で
合
意
し
、労
働
者
の
賃
金

の
確
保
を
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
　
花
井
東
地

区
は
、　
月
　
日
付
け
で
組
合
解
散

10

22

認
可
の
告
示
が
あ
り
、　
年
６
月
ご

23

ろ
に
、
事
業
完
了
見
込
み
で
す
。

　
七
光
台
駅
西
地
区
は
、
残
保
留
地

約
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、新
た
な
買
受

申
請
が
提
出
さ
れ
、
す
で
に
申
請
の

あ
っ
た
物
件
が
、
契
約
を
締
結
す
る

な
ど
、
す
べ
て
の
処
分
の
見
通
し
が

た
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
業
務
代
行
業
者
の
佐
藤
工
業
の
経

営
破
綻
以
来
、大
変
苦
労
し
た
事
業
で

し
た
が
、終
結
の
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。

　
今
後
、　
年
２
月
ご
ろ
の
換
地
処

24

分
の
告
示
に
向
け
、換
地
計
画
の
認
可

手
続
き
な
ど
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
梅
郷
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の

街
区
公
園
整
備
は
、　
年
２
月
末
の

23

完
成
を
目
途
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
　
年
３
月
　
日
ま
で
の

23

31

施
行
期
間
で
し
た
が
、進
捗
状
況
と
今

後
の
事
業
量
を
検
討
し
、５
年
間
延
伸

す
る
事
業
計
画
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

◆
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
年
度
の
国
の
経
済
危
機
対
策
に
伴
う

21介
護
基
盤
の
緊
急
整
備
を
受
け
、次
期

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
の
前
倒
し
で
実
施
す

る
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、

来
年
度
に
南
部
・
福
田
地
区
で
の
整
備

と
し
て
募
集
し
、２
事
業
者
か
ら
応
募

が
あ
り
、事
業
者
選
定
委
員
会
で
、社
会

福
祉
法
人
法
師
会
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
施
設
は
山
崎
2
千
　
番
１
に
建
設

723

を
予
定
し
、
今
後
は
、
事
業
者
と
県

で
、
事
前
協
議
を
進
め
ま
す
。

◆
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
　
北
部

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
設
置
と
聖

華
保
育
園
の
増
設
で
合
計
　
人
分
の

60

定
員
増
加
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

両
事
業
者
の
計
画
が
取
り
や
め
と
な

り
、定
員
増
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、新
た
に
株
式
会
社
日
本
保
育
サ
ー

ビ
ス
か
ら
川
間
駅
北
口
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
２
階
を
利
用
し
た
保
育

所
の
設
置
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。中

止
と
な
っ
た
先
の
事
業
と
同
程
度
の

　
人
規
模
を
定
員
と
し
、引
き
続
き
安

60心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
で
き
る
た
め
、

積
極
的
に
進
め
る
考
え
で
、事
業
に
か

か
る
予
算
を
整
理
す
る
形
の
補
正
予

算
を
今
議
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

漁

◆
子
育
て
支
援
・
児
童
虐
待
防
止
総

合
対
策
大
綱
の
見
直
し
　
新
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
で
、「
市
独
自
の
対
応
指
針

で
あ
る
児
童
虐
待
防
止
総
合
対
策
大

綱
に
つ
い
て
、
国
の
法
制
度
改
正
及

び
虐
待
に
よ
る
重
大
事
例
の
検
証
結

果
報
告
な
ど
を
踏
ま
え
、児
童
の
安
全

を
最
優
先
す
る
市
の
方
針
を
明
確
に

位
置
付
け
、再
構
築
を
図
る
」と
し
て

い
る
た
め
、現
在
、要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
で
見
直
し
を
進
め
、
素

案
を
決
定
し
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
を
開
始
し
た
い
考
え
で
す
。

◆
ヒ
ブ
・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
助
成
　
接
種
者
数
は
、　10

月
末
現
在
で
ヒ
ブ
が
　
人
、
子
宮
 頸
 
け
い

135

が
ん
が
　
人
で
し
た
。

22

　
国
で
　
、　
年
度
限
り
の
措
置
で

22

23

す
が
、
両
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
無
償

化
の
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
市
の
現
行
制
度
と
調
整
し
、
無
償

化
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
は
、現
在
二
つ
の
大
き

な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
学
力
で
、
も
う
一
つ
は
荒

れ
る
学
校
の
問
題
で
す
。
学
力
と
環

境
は
、
相
互
に
関
連
さ
せ
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果

か
ら
見
る
と
小
学
校
の
学
力
に
は
大

き
な
課
題
が
あ
り
、中
学
校
は
、改
善

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、不
十
分
で
す
。

　
９
月
に
は
、成
績
が
向
上
し
た
学
校

の
取
り
組
み
を
、小
中
学
校
に
連
絡
し

ま
し
た
。成
績
が
向
上
し
た
学
校
に

は
、学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
を
育
成
す

る「
朝
の
読
書
活
動
」、学
習
の
定
着
を

確
認
す
る「
確
認
テ
ス
ト
」、家
庭
学
習

ノ
ー
ト
を
配
布
し
て
、意
欲
を
高
め
る

な
ど
の
実
践
が
あ
り
ま
し
た
。

　
意
欲
を
高
め
、学
習
の
定
着
を
検
証

す
る
た
め
、実
践
の
継
続
と
評
価
を
繰

り
返
し
て
い
る
学
校
で
成
績
が
向
上

し
て
い
る
と
い
え
、「
家
庭
学
習
の
手

引
き
」を
作
成
し
、実
情
に
応
じ
た
課

題
を
設
け
、
保
護
者
に
も
点
検
を
依

頼
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

　
家
庭
学
習
の
定
着
に
は
時
間
が
掛

か
り
ま
す
が
、
粘
り
強
い
指
導
を
継

続
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

　
「
書
く
力
・
読
解
力
」に
課
題
が
あ

っ
た
小
学
校
国
語
は
、　
月
に
市
内

10

一
斉
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
結
果
を
分

析
し
て
、指
導
す
べ
き
課
題
と
し
て

「
句
読
点
に
注
意
し
て
、
文
を
書
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
」、「
長
文
を
読

み
、
内
容
を
端
的
に
把
握
す
る
力
の

育
成
」を
各
校
に
提
示
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
指
導
は
、９
月
以
降
、教
師
の

（
６
面
に
つ
づ
く
）

福
祉
・
医
療
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

都
市
基
盤
・
生
活
関
連

施
設
の
整
備

工事が進む梅郷駅西口の街区公工事が進む梅郷駅西口の街区公園園



指
導
を
聞
か
ず
授
業
が
成
立
し
な
い
、

い
わ
ゆ
る
学
級
崩
壊
に
近
い
学
級
が

あ
り
、
安
心
し
て
学
習
が
受
け
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
や
生
徒
指
導
専
任
指
導
主
事
な

ど
の
人
的
配
置
を
し
、 毅
  然
 と
し
た

き
 
ぜ
ん

対
応
を
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

◆
新
不
燃
物
処
理
施
設
建
設
工
事
　

総
合
評
価
方
式
一
般
競
争
入
札
で
行

う
こ
と
に
し
、
２
者
か
ら
技
術
提
案

書
と
参
考
見
積
書
が
提
出
さ
れ
、　10

月
　
日
の
４
回
目
の
総
合
評
価
方
式

14
入
札
審
査
委
員
会
で
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
採
点
方
法
、
予
定
価
格

を
審
査
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、　
月
７
日
の
５
回
目
の
入
札

12

審
査
委
員
会
で
、改
善
さ
れ
た
技
術
提

案
書
を
審
査
の
後
、開
札
、総
合
評
価

を
実
施
し
落
札
候
補
者
を
決
定
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
、　
年
３
月
議
会
に

23

契
約
案
件
を
提
案
し
た
い
考
え
で
す
。

　
都
市
計
画
決
定
に
向
け
て
、　
月
10

　
日
に
公
聴
会
を
開
催
し
、
３
人
か

24ら
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
意
見
の
要

旨
と
市
の
考
え
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
で
、今
後
は
、県
と
協

議
を
行
い
、案
を
縦
覧
し
、都
市
計
画

審
議
会
の
議
、
県
の
同
意
を
経
て
都

市
計
画
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
新
清
掃
工
場
建
設
　
８
月
　
日
に

17

文
書
で
、
中
里
上
自
治
会
長
と
ご
み

焼
却
工
場
建
設
反
対
対
策
協
議
会
委

員
長
に
話
し
合
い
の
再
開
を
申
し
入

れ
た
と
こ
ろ
、
９
月
　
日
付
け
で
文

23

書
で
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
趣
旨
は
、当
自
治
会
で
は
、あ
く
ま

で
白
紙
撤
回
を
求
め
て
い
く
決
意
を

固
め
た
と
こ
ろ
で
、
話
し
合
い
の
申

し
出
は
、
建
設
計
画
の
白
紙
撤
回
を

文
書
で
明
示
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
応

じ
る
用
意
が
あ
る
と
の
内
容
で
し
た
。

　
建
設
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

は
、
あ
く
ま
で
も
地
元
自
治
会
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
頂
い
た
上
で
、進
め
て

い
き
た
い
旨
に
変
わ
り
は
な
い
た
め
、

再
度
、　
月
２
日
に
今
回
出
さ
れ
た

11

条
件
に
応
じ
る
べ
く
、
建
設
候
補
地

は
白
紙
と
い
う
前
提
で
話
し
合
い
を

再
開
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
文
書

で
申
し
入
れ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
結
果
、中
里
上
自
治
会
か
ら
、前
提

条
件
を
踏
ま
え
た
上
で
あ
れ
ば
、話
し

合
い
に
応
じ
る
と
の
回
答
が
あ
り
、　12

月
　
日
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

11
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
柏
廃
材
処
理
セ
ン
タ
ー
付
近
で
の

排
ガ
ス
問
題
　
県
の
観
測
体
制
は
、

継
続
的
・
発
展
的
に
無
機
性
ガ
ス
や

Ｖ
Ｏ
Ｃ（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）の
各

種
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
か
ら
７
月
に
県
が
実
施
し
た

定
量
分
析
の
サ
ン
プ
ル
中
に
含
ま
れ

る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
定
性
分
析
の
結
果
、発
生

源
と
し
て
廃
棄
物
保
管
庫
や
煙
突
は

除
外
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、戸
外
に

置
か
れ
て
い
た
鋼
鉄
製
マ
ス
が
主
要

な
発
生
源
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
自
主
的
に
撤
去
さ
れ
、

発
生
源
は
存
在
し
な
い
状
況
で
す
が
、

県
は
引
き
続
き
測
定
を
継
続
し
、
再

発
の
監
視
な
ど
を
実
施
予
定
で
す
。

　
８
月
　
日
か
ら
９
月
１
日
に
周
辺

25

農
家
で
県
が
実
施
し
た
無
機
性
ガ
ス

の
調
査
結
果
は
、
風
向
き
に
よ
り
塩

化
水
素
や
硫
黄
酸
化
物
な
ど
が
比
較

的
高
濃
度
で
し
た
。
塩
化
水
素
は
、

最
大
値
が
　
・
　
ナ
ノ
モ
ル
パ
ー
立

642

25

方
メ
ー
ト
ル
で
、ｐ
ｐ
ｍ
換
算
を
行
う

と
約
0
・
　
ｐ
ｐ
ｍ
で
、環
境
指
針
値

015

の
0
・
　
ｐ
ｐ
ｍ
を
や
や
下
回
る
結
果

02

で
す
が
、県
か
ら
は
、引
き
続
き
塩
化

水
素
の
排
出
は
重
点
的
に
検
証
を
行

っ
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
独
自
の
測
定
は
、
住
民
に
よ
る

Ｖ
Ｏ
Ｃ
採
取
分
析
調
査
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
分
析
な
ど
大
気
環
境
等
観
測

調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
、定
期
的
に
実
施
す
る
８

物
質
の
定
量
分
析
を
柱
と
し
、ハ
ン
デ

ィ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
セ
ン
サ
ー
や
定
性
分
析
を

組
み
合
わ
せ
、総
合
的
に
検
証
を
行
う

ほ
か
、テ
ド
ラ
ー
バ
ッ
ク
の
定
量
分
析

で
、瞬
間
的
な
暴
露
状
況
を
確
認
し
、

答
者
２
千
　
人
、回
収
率
約
　
・
6
パ

199

45

ー
セ
ン
ト
で
、県
廃
棄
物
指
導
課
が
専

門
家
に
分
析
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

◆
環
境
基
本
計
画
　
野
田
市
環
境
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
環
境
の
保
全
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
９
月
　
日
に
開

30

催
さ
れ
た
環
境
審
議
会
で
、
素
案
を

ご
承
認
い
た
だ
き
、
今
後
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
開
始
し
た

い
考
え
で
す
。

◆
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
に
農
林

水
産
大
臣
賞
　
　
月
　
日
、
国
立
オ

10

18

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
野
田

自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
が
最
高
の
賞
の

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
江
川
地
区
で
、
大
規
模
な
谷
津
田

空
間
を
自
然
環
境
の
豊
か
な
場
所
と

し
て
再
生
す
る
た
め
、
農
地
や
水
路

を
復
旧
し
保
全
管
理
し
、
生
き
も
の

と
共
生
す
る
米
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
　
来
年
度
に
導

入
す
る
小
ホ
ー
ル
を
含
む
野
田
公
民

館
、中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
と
　
年
24

度
に
導
入
す
る
花
輪
保
育
所
は
、公
募

手
続
き
を
進
め
、　
年
３
月
議
会
に
指

23

定
の
議
案
を
提
案
し
た
い
考
え
で
す
。

　
来
年
度
導
入
予
定
の
総
合
公
園
は
、

　
月
９
日
の
行
政
改
革
推
進
委
員
会

11で
、
引
き
続
き
野
田
市
開
発
協
会
を

５
年
間
指
定
す
る
了
承
が
得
ら
れ
、

　
年
３
月
議
会
に
指
定
の
議
案
を
提

23案
し
た
い
考
え
で
す
。

　
３
施
設
と
も
公
契
約
条
例
第
　
条
15

禦

行
政
改
革
の
徹
底

全国１０９団体の応募の中から最高の賞全国１０９団体の応募の中から最高の賞をを

ご
み
の
減
量
と
み
ど
り
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
環
境
の
保
全

５
検
体
を
採
取
、分
析
し
て
い
ま
す
。

　
ば
い
煙
由
来
の
無
機
性
ガ
ス
は
、

塩
化
水
素
自
動
計
測
器
、
硫
黄
酸

化
物
自
動
計
測
器
な
ど
の
測
定
局

を
設
置
し
、常
時
監
視
を
実
施
す
る

計
画
で
、現
在
発
注
作
業
中
で
す
。

　
監
視
体
制
は
、
引
き
続
き
　
時
24

間
対
応
で
の
立
入
体
制
を
と
り
、６

月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
に
　

25

11

18

28

回
の
立
入
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
に
県
が
実
施
し
た
健
康
被

害
調
査
は
、対
象
者
４
千
　
人
、回

821



◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
先
の
議
会
で
、セ
ン
タ
ー
の
譲
渡
価

格
は「
無
償
」と
の
提
示
が
な
さ
れ
た

と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、「
売
払
申
請

書
」と「
事
業
計
画
書
」の
提
出
を
求
め

ら
れ
、市
が
施
設
を
譲
り
受
け
、今
後

も
地
域
の
職
業
訓
練
の
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
旨
の
申
請
を
、　
月
　
日

11

25

に
機
構
理
事
長
あ
て
に
し
て
い
ま
す
。

　
譲
受
後
の
管
理
・
運
営
は
、土
地
と

と
も
に
市
の
普
通
財
産
に
位
置
付
け

て
野
田
地
域
職
業
訓
練
協
会
に
無
償

貸
付
し
、従
来
ど
お
り
、市
が
商
工
会

議
所
と
補
助
を
行
い
、
来
年
度
以
降

も
運
営
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い

考
え
で
、ま
た
、施
設
が
市
の
財
産
と

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、一
層
の
利
用
率

向
上
に
向
け
て
市
と
訓
練
協
会
で
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
訓
練
協
会
へ
無
償
貸
付
す
る
こ
と

は
、　
年
３
月
議
会
に
関
係
議
案
を

23

と
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー

ビ
ス
は
、
当
事
者
の
抱
え
る
問
題
を

構
造
的
に
把
握
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
支
援
策

の
調
整
、
開
拓
な
ど
を
行
い
、
か
つ
、

状
況
変
化
に
応
じ
て
、
継
続
的
に
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
型
で
支
援
を
進
め
、
最

終
的
に
就
労
し
て
安
定
的
な
自
立
生

活
を
営
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出

事
業
臨
時
交
付
金
に
基
づ
き
造
成
さ

れ
る
基
金
で
、
都
道
府
県
ま
た
は
市

な
ど
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
事
業
の
枠
組
み
は
、
相
談
窓
口
と

し
て
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連

携
し
、生
活
・
就
労
の
相
談
事
業
を
実

施
す
る
も
の
で
、市
で
は
、す
で
に
障

が
い
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、

相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

や
開
拓
、自
立
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
う
個
別
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
事
業
を
実

施
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
、
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
募
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
実
施
地
域
の
選
定

を
行
い
、
結
果
は
い
ま
だ
連
絡
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
選
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
国
、
県
と
連
携
し
作
業
を
進
め

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

長
は
、有
効
投
票
数
の
過
半
数
を
も
っ

て
示
さ
れ
た
市
民
の
意
思
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
投
票
運
動
は
自
由
と
し
て
い

ま
す
が
、買
収
、脅
迫
そ
の
他
不
正
の

行
為
と
署
名
運
動
以
外
の
戸
別
訪
問

は
禁
止
し
、戸
別
訪
問
を
除
い
て
罰
則

規
定
を
置
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、基
本
方
針
に
基
づ
き
条
例
案

を
作
成
、　
月
中
旬
か
ら
パ
ブ
リ
ッ

12

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
、　
年
23

３
月
議
会
に
提
案
し
た
い
考
え
で
す
。

◆
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー

ビ
ス
モ
デ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
６
月
に
策
定
さ
れ
た
国
の「
新
成
長

戦
略
」の
、「
　
世
紀
の
日
本
の
復
活
に

21

向
け
た
　
の
国
家
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

21

ト
」に
、「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ

ー
ビ
ス
」の
導
入
が
示
さ
れ
、９
月
　10

日
に
閣
議
決
定
の「
新
成
長
戦
略
実
現

に
向
け
た
３
段
構
え
の
経
済
対
策
」で
、

全
国
５
か
所
の
地
方
公
共
団
体
で
実

施
中
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ

ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

本
年
度
中
に
　
程
度
に
拡
大
す
る
募

20

集
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
日
の
経
済
社
会
環
境
の
変
化
を

背
景
に
、
生
活
上
の
困
難
に
直
面
す

る
者
が
増
加
し
、
自
分
の
抱
え
る
問

題
を
正
確
に
認
識
で
き
な
い
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
く
、
自
分
の
力
の
み
で

は
必
要
な
支
援
策
に
た
ど
り
着
く
こ

◆
住
民
投
票
条
例
の
制
定
　
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
の
結
果
、　
件
42

の
意
見
が
出
さ
れ
、　
件
を
反
映
し
た

24

修
正
案
を
、　
月
９
日
の
行
政
改
革
推

11

進
委
員
会
で
承
認
い
た
だ
き
、「
野
田

市
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
関
す
る

基
本
方
針
」と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
概
要
を
申
し
上
げ
る
と
、住
民
投
票

に
付
す
こ
と
が
で
き
る
市
政
に
係
る

重
要
事
項
は
、市
民
の
福
祉
に
重
大
な

影
響
を
与
え
、ま
た
は
与
え
る
可
能
性

の
あ
る
事
項
で
、市
民
の
間
ま
た
は
市

民
、市
議
会
も
し
く
は
市
の
間
に
重
大

な
意
見
の
相
違
が
認
め
ら
れ
、市
民
に

直
接
賛
成
ま
た
は
反
対
を
問
う
必
要

が
あ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
投
票
資
格
者
は
満
　
歳
以
上
の
日

20

本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
引
き
続
き

３
か
月
以
上
本
市
に
住
所
を
有
す
る

者
と
し
、
市
民
、議
会
、
市
長
の
３
者

に
請
求
権
な
ど
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

市
民
請
求
の
署
名
要
件
は
、
投
票
資

格
者
総
数
の
　
分
の
１
以
上
、議
会
請

10

求
は
、議
員
定
数
の
　
分
の
１
以
上
の

12

賛
成
を
得
て
提
案
さ
れ
、か
つ
、出
席

議
員
の
過
半
数
の
賛
成
に
よ
る
議
決

を
得
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
投
票
の
結
果
は
、投
票
率
に
よ

る
成
立
要
件
は
設
け
ず
、
議
会
と
市

に
基
づ
き
、募
集
要
項
で
、市
の
設
定

し
た
賃
金
以
上
で
な
け
れ
ば
失
格
と

な
る
適
格
要
件
と
し
て
、職
種
別
に
賃

金
の
最
低
基
準
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

◆
新
設
学
童
保
育
所
　
８
か
所
の
整

備
が
完
了
し
、　
月
と
　
月
に
柳
沢

10

11

第
二
学
童
を
除
き
１
人
か
ら
　
人
で

11

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
開
設
に
当
た

り
、
入
所
を
希
望
さ
れ
た
児
童
は
、

配
属
さ
れ
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
指

導
員
が
既
存
学
童
で
の
生
活
状
況
の

把
握
や
、保
護
者
と
の
面
談
な
ど
を
行

い
、
万
全
を
期
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
入
所
児
童
が
少
数
の
場
合
に
は
５
、

６
年
生
を
対
象
に
再
募
集
も
検
討
す

る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、保
護
者
の
意

見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
入
所
児
童
へ

の
影
響
を
危
惧
す
る
声
が
多
か
っ
た

た
め
、再
募
集
は
行
わ
ず
、入
所
児
童

が
ゼ
ロ
の
柳
沢
第
二
学
童
の
み
５
、

６
年
生
の
再
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
４
月
開
設
予
定
の
宮
崎
、
南

23
部
と
み
ず
き
の
新
設
学
童
は
、　
月
12

中
に
、
学
童
ご
と
に
平
日
の
夜
と
日

曜
日
の
２
回
、
保
護
者
説
明
会
を
、

　
年
２
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
内
覧
会

23を
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
公
募
委
員
の
導
入
　
「
老
人
福
祉

計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
推
進

等
委
員
会
」に
試
行
的
に
導
入
す
る
こ

と
と
し
公
募
し
、　
人
か
ら
応
募
が
あ

16

り
、１
人
を
決
定
し
委
嘱
し
ま
し
た
。

魚

（
８
面
に
つ
づ
く
）

諸
般
の
報
告

今後も地域の職業訓練の拠点とし今後も地域の職業訓練の拠点としてて



提
案
し
た
い
考
え
で
す
。

◆
千
葉
地
方
法
務
局
野
田
出
張
所
の

廃
止
反
対
　
９
月
　
日
に
千
葉
地
方

30

法
務
局
長
か
ら
口
頭
で
野
田
出
張
所

を
廃
止
し
、
柏
支
局
に
統
合
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
由
は
、法
務
省
で
登
記
所
の
適
正

配
置
の
基
準
が
示
さ
れ
、「
一
つ
の
広

域
市
町
村
圏
に
一
つ
の
登
記
所
を
配

置
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
当
面
は
、

登
記
申
請
事
件
数
が
１
万
５
千
件
未

満
ま
た
は
隣
接
す
る
登
記
所
ま
で
の

所
要
時
間
が
お
お
む
ね
　
分
以
内
の

30

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
登
記
所
を
統

合
す
る
」こ
と
と
し
、広
域
市
町
村
圏

が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
地
域
は
こ
れ

に
準
じ
る
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
野
田
出
張
所
の
過

去
３
年
間
の
登
記
申
請
事
件
数
の
平

均
は
１
万
８
千
　
件
で
あ
る
も
の
の
、

116

　
年
は
１
万
５
千
　
件
と
減
少
傾
向

21

981

で
、
ま
た
、
隣
接
す
る
柏
支
局
ま
で

　
分
程
度
の
た
め
、
基
準
に
照
ら
し

30総
合
的
に
判
断
し
た
と
の
こ
と
で
、

時
期
は
、
現
在
増
築
し
て
い
る
柏
支

局
が
完
成
し
た
後
の
　
年
秋
以
降
を

23

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
確
か
に
、
登
記
申
請
事
件
数
は
減

っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
本
市
は
、
合

併
で
南
北
約
　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
細

21

長
い
地
形
と
な
り
、
市
の
最
北
端
か

ら
柏
支
局
ま
で
の
所
要
時
間
は
１
時

間
を
優
に
超
え
、
登
記
所
で
の
時
間

を
考
慮
す
る
と
１
回
の
申
請
で
３
時

間
近
く
を
要
し
、
仮
に
、
野
田
出
張

所
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
影
響

は
計
り
知
れ
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

大
幅
な
低
下
を
招
く
こ
と
か
ら
、　11

月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
と
千
葉
地

方
法
務
局
長
あ
て
に
廃
止
反
対
の
申

入
書
の
提
出
を
し
て
い
ま
す
。

◆
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
会
　
　
月
１
日
に
常
陸
宮
殿

10

下
・
同
妃
殿
下
が
関
宿
総
合
公
園
体

育
館
で
競
技
を
ご
観
戦
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
１
日
か
ら
３
日
ま
で
関

宿
総
合
公
園
体
育
館
と
総
合
公
園
体

育
館
の
両
会
場
で
準
決
勝
ま
で
、４
日

に
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
３
位
決

定
戦
と
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
県
勢
は
、成
年
男
子
が
１
位
、

少
年
女
子
が
４
位
の
好
成
績
を
収
め
、

特
に
少
年
女
子
は
、
地
元
、
西
武
台

千
葉
高
校
の
選
手
、
監
督
で
す
。

　
大
会
は
全
国
か
ら
選
手
、
監
督
　111

チ
ー
ム
　
人
が
参
加
し
、
観
覧
者
は

444

約
６
千
　
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

800

◆
市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
　
　

６０

11

月
末
現
在
で
　
事
業
の
う
ち
　
が
実

23

15

施
さ
れ
、
冠
事
業
は
、　
事
業
を
承

28

認
し
、　
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

25

　
市
が
行
う
冠
事
業「
全
国
運
河
サ
ミ

ッ
ト
　
利
根
運
河
」が
　
月
７
日
に
東

in

11

京
理
科
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
水
　
周
年
を
迎
え
た
利
根
運
河

120

が
、治
水
・
利
水
の
時
代
を
経
て
、「
環

境
の
時
代
」へ
と
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、地
域
住
民
や
全

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
な
ど
と
目
指

す
べ
き
将
来
像
を
共
有
し
、今
後
の
運

河
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
か
ら
、サ
ブ
タ
イ
ト
ル
も「
み

ん
な
で
考
え
よ
う
！
こ
れ
か
ら
の
運

河
の
自
然
。景
観・観
光
」と
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、地
元
の
市
民
団
体
が

ガ
イ
ド
と
な
り
、散
策
を
楽
し
む
フ
ッ

ト
パ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、地
元
劇
団

の
朗
読
劇「
利
根
運
河
物
語
」、運
河

の
歴
史
や
環
境
の
パ
ネ
ル
展
も
実
施

さ
れ
、サ
ミ
ッ
ト
で
は
、運
河
流
域
の

魅
力
や
価
値
、取
り
組
み
な
ど
を
発
信

し
、流
域
住
民
と
の
連
携
、地
域
の
活

性
化
、全
国
の
関
係
団
体
と
の
交
流
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
、国

土
交
通
省
と
住
民
団
体
の
「
利
根
運

河
の
取
組
報
告
」、基
調
講
演「
運
河
が

宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
１
月
　
日
に
文
化
会

23

30

館
で
開
催
予
定
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
は
、　
月
１
日
号
の
市
報
に
ゲ

11

ス
ト
や
出
場
、
観
覧
方
法
を
掲
載
す

る
な
ど
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
特

別
展
「
新
収
蔵
品
展
」
は
、　
年
１

23

月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
開
催
し
、
鈴

15

28

木
貫
太
郎
 翁
 の
ご
遺
族
の
鈴
木
道
子

お
う

氏
か
ら
　
年
　
月
に
寄
贈
さ
れ
た
板

21

12

谷
波
山
作
「
 葆
  光
  彩
  磁
  葡
  萄
  文
  様
 花

ほ
 
こ
う
 さ
い
 
じ
 
ぶ
 
ど
う
 も
ん
 よ
う

瓶
」、御
紋
付
銀
杯
な
ど
皇
室
か
ら
贈

ら
れ
た
品
々
を
広
く
市
民
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
特
別
展
の
開
催
に
合
わ
せ
、
１
月

　
日
、関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
、平

15和
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
た
め
の

講
演
会
を
予
定
し
、
講
師
は
、
作
家

の
半
藤
一
利
氏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
弓
道
場
建
設
工
事
　
春
風
館
道
場

内
の
駐
車
場
跡
地
に
、　
年
４
月
の
開

23

設
に
向
け
、工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
生
物
多
様
性
国
際
自
治
体
会
議
　

　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
名
古
屋
市

10

24

26

で
、　
か
国
　
団
体
が
参
加
し
、野
田

31

236

市
は
、　
日
の「
生
態
系
に
配
慮
し
た

25

都
市
開
発
及
び
政
策
」
分
科
会
で
、

「
野
田
市
江
川
地
区
に
お
け
る
自
然

再
生
地
域
づ
く
り
事
業
 
野
田
市
か

ら
首
都
圏
へ
の
提
案
」
と
題
し
て
、

江
川
地
区
で
の
自
然
再
生
の
取
り
組

み
を
、
隣
接
す
る
利
根
運
河
や
利
根

川
・
荒
川
水
系
を
も
含
め
た
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
広

げ
、
生
物
多
様
性
を
育
む
試
み
を
、

世
界
へ
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。

◆
と
ん
と
ん
み
ず
き
橋
の
通
行
止
め

　
９
月
２
日
に
定
期
点
検
報
告
書
が

提
出
さ
れ
、
南
側
、
あ
ず
ま
や
の
主

桁
断
面
が
　
パ
ー
セ
ン
ト
腐
朽
し
て

30

い
る
た
め
、　
日
午
後
１
時
か
ら
通

10

行
止
め
と
し
、
学
校
関
係
９
校
と
近

隣
自
治
会
　
か
所
に
通
知
し
、現
在
、

15

安
全
性
の
確
保
を
調
査
中
で
、
年
内

に
は
、
結
果
が
判
明
予
定
で
す
。

－

亨

これからの運河を考える機会としこれからの運河を考える機会としてて

◆青少年健全育成推進指定寄附
…葛２０万円＝野田ライオンズク
ラブ会長浦邉静志様（中野台）
◆社会福祉施設整備指定寄付金
…葛１０万円＝株式会社日本総合
開発代表取締役伊藤巖様（中里）
葛車いす２０台（１３６万円相当）＝野
田セントラルロータリークラブ
様（中野台）
◆小中学校の特別教室用の備品
に…葛扇風機７５台（２５万円相当）
＝たんぽぽの会（代表花田ユキ
子様）
◆教育振興に…葛１５万円＝川間
地区社会福祉協議会（代表須賀
田慶子様）

寄　附

 拓
 く
生
態
環
境
都

ひ
ら市

の
未
来
」、先
進

地
の
取
組
報
告
、

「
こ
れ
か
ら
の
運

河
を
考
え
る
」
と

題
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
最
後
に
「
運

河
サ
ミ
ッ
ト
共
同



享

　
市
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
計

画
や
条
例
を
策
定
す
る
際
に
、
市
で

は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集

し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
２
つ
の
案
件
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
野
田
市
住
民
投
票
条
例（
案
）

　
平
成
　
年
７
月
に
「
住
民
投
票
条

22

例
の
制
定
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を

計 計
画画
とと
条
例
条
例
案案
にに

　
    　
皆
さ
ん

皆
さ
ん
のの
ご
意
見

ご
意
見
をを

案
　
件
　
名

野
田
市
住
民
投
票
条
例（
案
）

野
田
市
環
境
基
本
計
画（
素
案
）

募
集
期
間

１
月
　
日
月

17

ま
で

１
月
５
日
水

～
２
月
７
日
月

担
　
当
　
課

企
画
調
整
課

思
７
１
２
２
・
１
５
５
７

環
境
保
全
課

思
７
１
２
４
・
６
２
４
２

定
め
る
た
め
同
手
続
を
実
施
し
、
８

人
か
ら
合
計
　
件
の
ご
意
見
を
い
た

42

だ
き
、　
月
に
決
定
し
た
同
方
針
に

11

基
づ
い
て
、「
野
田
市
住
民
投
票
条
例

（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
同
条
例（
案
）に
対
す
る

ご
意
見
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

◆
野
田
市
環
境
基
本
計
画（
素
案
）

　
ま
た
、　
年
３
月
に
策
定
し
た「
野

11

田
市
環
境
基
本
計
画
」は
、　
年
度
で

22

計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
フ
ァ
ク
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
各
案
件
は
、
募
集
期
間
中
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
課
窓
口
や
市
役
所
と
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
市
の

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

  皇皇
室室
かか
　
　
らら

贈
ら
れ

 
贈
ら
れ
たた
 　
　
  品
々
品
々
のの

　
　
　
  　
 特特
別
展
別
展
とと
平
和
平
和
講
演
会

講
演
会

　
市
で
は
、
今
日
の
平
和
の
礎
を
築

い
た
鈴
木
貫
太
郎
翁
の
遺
徳
を
し
の

ぶ
と
と
も
に
、
市
民
ひ
と
り
一
人
に

平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

お
う
と
、
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
特
別

展
と
平
和
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

　
鈴
木
貫
太
郎
翁
は
、
侍
従
長
を
経

て
、
昭
和
　（
１
９
４
５
）年
か
ら
内

20

閣
総
理
大
臣
を
務
め
、
終
戦
と
と
も

に
辞
職
を
し
た
今
日
の
平
和
の
礎
を

築
い
た
人
物
で
す
。

　
晩
年
は
酪
農
の
普
及
な
ど
、故
郷
関

宿
の
地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、市
制
施
行
　
周
年
記
念
事

60

郎
記
念
館
特
別
展「
新
収
蔵
品
展
」で

公
開
し
ま
す（
期
間
中
は
、休
館
日
鉦

も
開
館
。
入
場
無
料
）。

　
新
収
蔵
品
は
、侍
従
次
長
を
務
め
た

鈴
木
一
氏（
貫
太
郎
翁
の
長
男
）が
天

皇
家
か
ら
頂
い
た
も
の
が
中
心
で
す
。

平
和
講
演
は
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で

　
ま
た
、１
月
　
日
上
　
時
　
分
か
ら

15

13

30

　
時
ま
で
は
、関
宿
総
合
公
園
体
育
館

15で
、鈴
木
貫
太
郎
翁
を
し
の
び
つ
つ
平

和
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
た
め
、 半
 
は
ん

 藤
  一
  利
 氏（
作
家
）に
よ
る
平
和
講
演

ど
う
 か
ず
 と
し

会
を
開
催
し
ま
す（
定
員
　
人
。入
場

390

■関宿総合公園案内図

■鈴木貫太郎記念館案内図

市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業

６０

業
と
し
て
、平
成
　
年
　
月
、翁
の
ご

21

12

遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
花
瓶
や
菓

子
入
れ
な
ど
合
計
　
点
を
、
１
月
　

22

15

日
土
か
ら
　
日
鞘
ま
で
、
鈴
木
貫
太

28

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
、
意
見

の
募
集
期
間
と
担
当
課
は
表
の
と
お

り
で
す
。

　
提
出
方
法
は
、
所
定
の
用
紙
か
任

意
の
書
式
で
直
接
持
参（
土
・
日
・
□祝 

年
末
年
始
を
除
く
）か
、
閲
覧
場
所
に

あ
る
意
見
投
函
箱
に
投
函
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
の
ほ
か
、
フ

ァ
ク
ス（
表
参
照
）、郵
送（
各
募
集
期

間
の
最
終
日
の
消
印
有
効
）で
、案
件

名
と
担
当
課
名
、
素
案
に
対
す
る
意

見
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
意
見
の
概
要
や
、
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個
人

情
報
を
除
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

－

講師の半藤一利さ講師の半藤一利さんん

無
料
）。手

話
通
訳
、

要
約
筆

記
、
磁
気

ル
ー
プ
も

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】特
別
展
は
社
会
教
育
課
、

平
和
講
演
会
は
企
画
調
整
課

板谷波山作の葆光彩磁 
葡萄紋様花瓶／大正９年 

昭和天皇在位６０年記念の
配布品「御紋付菓子入」 

ゆ
か
り
の

鈴
木
家



京

　
市
で
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
、
よ
り
豊

か
な
人
間
性
、
社
会
性
を
育

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
第
１

と
第
３
土
曜
日
に
、 箏
 や
和

こ
と

太
鼓
、
日
本
舞
踊
、
礼
儀
作

法
、
書
道
の
講
座
（
オ
ー
プ

ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
）
を
、

小
・
中
学
校
や
公
民
館
な
ど
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
ご
と
に
伝
わ
る

民
俗
芸
能
を
保
存
・
継
承
す

る
た
め
、
団
体
や
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
発
表
の
場
と
し

て
、
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
域
に
伝
わ
る

伝
統
や
文
化
を
、
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
こ
う
と
、
国

か
ら「
地
域
伝
統
文
化
総
合
活

性
化
事
業
」
の
採
択
を
受
け

て
、
親
子
を
対
象
と
し
た
将

棋
と
囲
碁
、
生
け
花
、
茶
道

の
教
室
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
各
種
の
講
座

や
教
室
な
ど
の
中
で
、
地
域

の
方
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
伝
統
や

文
化
に
触
れ
、
学
ん
で
い
る

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　礼儀作法は、「まごころ」や「思いや
り」だけでなく、道徳や常識を育むこ
とができます。「折り目正しく」と、帯の
結び方や着物のたたみ方なども行って
いますが、子どもたちの丁寧な動きを見
ていると、より美しい立ち居振る舞いを
伝えていきたいと感じます。

感
謝
や
敬
愛
の

　
気
持
ち
を
か
た
ち
に

　相手を思いやる気持ちを、態度や
言葉で表現するのが「礼儀作法」です。
　お辞儀をする際の指先の立て方や
お茶の出し方など、日常や社会生活
の中で必要な動作を身につけます。

より美しく
　立ち居振る舞いを
日常のお作法指導者
  横川しげ子さん（谷津）

　限られた時間の中で、互いの手を
読み戦略を練ること、また、攻める

　野田は関根金次郎名人や渡辺東一日
本将棋連盟名誉会長の出身地として有
名ですが、市の施設として対局室があ
るのは全国でも珍しく、環境に恵まれ
ていると思います。大会や教室などを
積極的に行って、地元から再び名人が
誕生したら最高ですね。

ゆかりの地から
　 　第２の名人を
将棋指導者
  中田勇さん（尾崎）

先を読み合う
　　戦術と駆け引き引き

だけでなく、守る
ことが重要となる
など、相手との駆
け引きを楽しむこ
とが「将棋」の 醍 

だい

 醐  味 です。
ご み



供

勇
壮
な
リ
ズ
ム

勇
壮
な
リ
ズ
ム
にに

感
情
を
こ
め

　
　
　
感
情
を
こ
め
てて
　日本古来の打楽器「和太鼓」は、
打っても聴いても爽快な気分になる
大音量、重低音が特徴です。
　また、全身を使っての演奏は、体
力づくりにもなります。

和太鼓指導者
  染谷雅義さん（野田）

　太鼓演奏は、体で覚えるもので、何
度も繰り返す練習が続きますが、上手
にたたけるようになったときの喜びは
格別です。和太鼓を通じて難しいこと
でもあきらめず、粘り強く取り組むこ
との大切さを、子どもたちに伝えられ
ればと思います。

困難に出会っても
　乗り越える気持ちを

　精神を集中さ
せ、心の内面を書
体で表現するのが
「書道」です。
　同じ文字でも強

一筆一筆に
　 気持ちを込めて
書道指導者
  青木フミ江さん（尾崎）
　パソコンや携帯電話の普及で、筆を
使う機会が減っていますが、「字は体を
現す」と言われるように、文字には人
柄が出るものです。
　上手に書くことはもちろんですが、
一筆一筆、心を込めて書くことが一番
大切だと思います。

さやしなやかさ、墨の濃淡、全体の配
置など、一つひとつの作品に異なる
美しさがあります。

心
の
内
面

心
の
内
面
をを

文
字
で
表

　
　
　
文
字
で
表
現現

花の魅力を
　　　最大限に

　季節の花や草木をよく観察し、花
が持っている魅力を探して、美しさ
を花器の上で表現するのが「生け花」
です。家庭でも簡単に楽しめ、花を生
ける人も周りの人も和ませます。

　生け花には、創作する喜びとともに、
心が癒される効果もあります。
　稽古では、伝統技法を学びながら、
毎回の教室の中で子どもたちが四季折
々の草花を見つめ、姿の美しさや命の
尊さを感じながら、楽しんでもらえれ
ばうれしいです。

花や草木を
　愛する子どもに

生け花指導者
  松井昌穂さん（岩名一丁目）



侠

利
休
の
教
え
か
ら

　
　
出
会
い
の
大
切
さ
を
知
る

　「茶道」は、湯を沸かし茶を点て
振る舞うものです。
　掛け軸や茶花、お菓子など、空間
の調和や季節感を味わいながら、茶
席を楽しみます。

心づかいと感謝の
　気持ちを大切に
茶道指導者
  五十嵐宗玲さん（岩名一丁目）
　茶道の精神は、「一期一会」です。
　お茶を泡立てたり、茶碗を回してい
ただくなど、作法の意味を学びながら、
感謝の気持ちや気配りが自然に身につ
くことが茶道の魅力で、子どもたちに
は、人との出会いを大切にする気持ち
を育んでもらいたいと思います。

碁盤に広がる
　　無限の世界

　「囲碁」は、
相手の石を囲ん
で取るなどして
陣地の広さを争

　初めは「囲碁は難しいのでは」と思
うかもしれませんが、実はルールは簡
単で、努力に応じてみるみる上達でき
ます。
　勝ち負けや形にとらわれずに、自由
な発想で自分だけの世界を創り出す楽
しさを感じてほしいです。

形にとらわれず
　　自由な発想で

囲碁指導者
  佐澤秀夫さん（花井）

うものです。
　石を打つことに制約が少ないた
め、自由度が高く、同じ棋譜は２度
と再現できないとも言われます。

十十
三
本
の
絃

三
本
の
絃
でで

伝
統
の
音
色
を
奏

　
　
伝
統
の
音
色
を
奏
でで
るる
　「箏」は、十三本の絃の音程を曲
に合わせて調絃し、爪や指先の強弱
で感情や情景を表現する楽器です。
　演奏を通じて、邦楽や和楽器の素
晴らしさに触れることができます。

　初めて箏に触れる子も、上級生が教
えてあげることで、自信をもって弾け
るようになっていきます。
　箏は、全員の気持ちを揃えて演奏す
ることが必要です。子どもたちにはチ
ームワークの大切さと思いやりを大事
にしてもらいたいです。

合奏を通じて
　思いやりと協調性を
箏指導者
  辺見眞由美さん（宮崎）



僑

　地域に伝わるまつりや行事の中で、
地元の人たちによってお囃子や踊り
などが演じ続けられているのが「民
俗芸能」です。各地域で特徴ある多
彩な伝統芸能が継承されています。

誇りを持てる芸能を
　　　　みんなの力で

お囃子指導者
  飯塚正武さん（野田）

　民俗芸能は、個人の力では守れませ
ん。地域の人々が協力して守り、継承し
ている取り組みに、一人でも多くの子ど
もが関わってほしいと思っています。
　野田市に生まれ育ち、多様な芸能に触
れられることに、誇りを持っていただけ
ればというのが、私たちの願いです。

特集：伝統と文化を次世代へ

地
域
で
伝
承
さ
れ

地
域
で
伝
承
さ
れ
るる

多
彩
な
芸

　
　
　
　
多
彩
な
芸
能能

　着物姿で、三味線
や太鼓（鳴物）など
の音色に合わせ、身
体の動きで感情や意

 元気な挨拶と風情あるしぐさを

日本舞踊指導者
  藤間勘美貴さん
  （上花輪・２２年度担当）

演じることで
　　歴史も学ぶ

思を表現するのが「日本舞踊」で
す。演じることで、礼儀や風習、歴
史も学ぶことができます。

日本舞踊指導者
   坂東実佐次郎さん
   （野田・２３年度担当）

※担当は１年ごとに藤間流と坂東流が交代

ことに最初は恥ずかしがっていた子ど
もたちも、稽古を重ねるごとに、堂々
と動けるようになっていきます。歩き

方や着物、傘、扇子のさばき方など、
華やかなしぐさと日本人の心も身に付
けて欲しいです。

　慣れない着物姿で踊る

　第１・第３土曜日に行っているオープ
ンサタデークラブの、礼儀作法は北部
公民館で、将棋はいちいのホール５階
の関根名人記念館、和太鼓は勤労青少
年ホーム、書道は七光台小学校、生け
花は市民会館と東部小学校、山崎小学
校、囲碁と箏は中央小学校、茶道は欅
のホールと南部梅郷公民館、日本舞踊
は市民会館で実施していますので、希
望者は青少年課へ、また、地域伝統文
化総合活性化事業の将棋と囲碁、生け
花、茶道と民俗芸能のつどいは、社会
教育課へお問い合わせください。



 　
保
育
保
育
所所
とと
学
童
保
育

学
童
保
育
所所
のの

　
　
　
　
　
　
入
所
受
付

入
所
受
付
をを
開
始
開
始

１
月
９
日
に
消
防
出
初
式

　
市
内
の
消
防
車
両
が
一
堂
に
会
し

て
、
消
防
出
初
式
を
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
な
ど
で
行
い
ま
す
。

し
ご
車
、
ミ
ニ
消
防
車
な
ど
の
展
示

や
試
乗
、
写
真
撮
影
の
ほ
か
、
放
水

体
験
も
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
３

－

兇

 江江川川地地区区 
水
田
型
市
民
農

水
田
型
市
民
農
園園
でで

減
農

   　
　
減
農
薬薬
のの
米
作
り

米
作
り
体
験
体
験
をを

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
市
で
は
、
む
だ
な
水
を
無
く
す
よ

う
、
道
路
に
埋
設
し
て
い
る
水
道
管

や
、
各
家
庭
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る

給
水
管（
メ
ー
タ
ー
ま
で
）の
漏
水
調

査
を
、
毎
年
地
域
を
決
め
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
調
査
は（
株
）コ
ス
モ
リ

サ
ー
チ
に
委
託
し
ま
す
が
、
各
家
庭

に
訪
問
の
際
に
は
必
ず
本
人
確
認
書

類
を
携
行
し
、
市
の
腕
章
を
着
用
し

ま
す
の
で
ご
確
認
の
う
え
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
本
年
度
調
査
地
域
】
日
の
出
町
、

尾
崎
、
尾
崎
台
、
吉
春
、
谷
津
、
七

光
台
、
五
木
新
田
、
中
里
、
柳
沢
、

宮
崎
、
中
根
、
堤
根
、
花
井
、
野
田
、

鶴
奉
、
中
野
台
、
清
水
、
横
内

※
い
ず
れ
も
地
域
の
一
部
が
対
象

【
期
間
】
１
月
中
旬
～
３
月
下
旬

【
問
合
せ
】
水
道
部
工
務
課
工
務
係

☎
７
１
２
４
 
５
１
４
５

－

　
有
機
減
農
薬
の
米
作
り
や
、
ザ
リ

ガ
ニ
釣
り
、
自
然
観
察
会
、
昔
遊
び

な
ど
が
体
験
で
き
る
江
川
地
区
の
水

田
型
市
民
農
園
で
、
来
年
度
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
区
画
数
】
先
着
　
区
画
・
原
則
１

500

人
１
区
画（
約
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）

30

【
利
用
期
間
】
平
成
　
年
４
月
～
９
月

23

【
利
用
料
金
】
３
千
　
円
。
子
ど
も

500

（
小
学
生
以
下
）は
千
　
円
。
３
歳
以

500

下
の
子
は
無
料

※
費
用
は
米
作
り
の
経
費
の
ほ
か
、

ビ
オ
ト
ー
プ（
生
物
生
息
空
間
）整
備

に
も
使
わ
れ
ま
す
。

【
最
低
補
償
】
１
区
画
あ
た
り
玄
米

５
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
子
ど
も
は
３
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
田
植
え
・
草
刈
り
・
自
然

観
察
会
・
稲
刈
り
の
う
ち
、
最
低
２

回
の
参
加
が
必
要
）

【
申
込
方
法
】
１
月
　
日
鞘
ま
で
に
、

28

は
が
き
（
住
所
・
参
加
者
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）
か
直
接
電
話
で
、
〒
　270

 
０
２
３
５
尾
崎
２
２
４
１
 
1（
株
）

野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
☎
７
１
５
７

 
４
２
０
０
へ

※
先
着
順
で
す
の
で
、
募
集
区
画
数

に
な
り
次
第
受
付
は
終
了
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課

－

－

－

　
保
育
所
と
学
童
保
育
所
の
平
成
　23

年
４
月
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
申
込
用
紙
の
配
布
と
受

付
は
、
保
育
課
、
児
童
家
庭
課
、
関

宿
支
所
、
各
出
張
所
で
、
受
付
は
、

１
月
５
日
鐘
か
ら
２
月
　
日
障
ま
で

10

（
南
部
第
三
・
宮
崎
第
二
・
み
ず
き

第
二
学
童
は
３
月
　
日
鍾
ま
で
、
名

15

称
は
い
ず
れ
も
仮
称
）
の
８
時
　
分
30

か
ら
　
時
　
分
ま
で
（
土
・
日
・
□祝 

17

15

を
除
く
）
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
認
可

保
育
所
で
は
、
保
育
所
用
申
請
書
の

配
布
・
受
付
と
学
童
用
申
請
書
の
配

布
を
行
い
、
学
童
保
育
所
で
は
学
童

用
申
請
書
の
配
布
の
み
行
い
ま
す
。

◎
保
育
所
　
乳
幼
児
の
保
護
者
や
同

居
の
親
族
な
ど
が
、
①
常
に
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
、
②
妊
娠

中
か
出
産
後
間
が
な
い
方
、
③
疾
病

や
負
傷
、
精
神
、
身
体
に
障
が
い
の

あ
る
方
、
④
同
居
し
て
い
る
親
族
を

常
に
介
護
し
て
い
る
方
、
⑤
そ
の
他

①
か
ら
④
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
方

※
入
所
基
準
に
合
致
し
て
も
、
定
員

に
よ
り
入
所
保
留
と
な
る
場
合
あ
り

◎
学
童
保
育
所
　
保
護
者
が
就
労
や

家
庭
の
事
情
な
ど
で
、
家
庭
保
育
が

困
難
で
、
原
則
と
し
て
市
内
の
小
学

校
に
就
学
中
の
１
年
生
か
ら
４
年
生

ま
で
の
児
童
が
対
象

　
な
お
、
結
果
は
３
月
上
旬
に
通
知

予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
育
所
は
保
育
課
、
学
童

保
育
所
は
児
童
家
庭
課

水
道
埋
設
管
の
漏
水
調
査

総
合
公
園
体
育
館
で
成
人
式

　
野
田
市
成
人
式
を
、
１
月
　
日
鉦

10

　
時
　
分（
受
付
開
始
は
　
時
）か
ら
、

10

30

10

総
合
公
園
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
当
日
は
、
７
時
に
サ
イ
レ
ン
と
半

鐘
が
鳴
り
ま
す
が
、
火
災
と
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
と
会
場
】
１
月
９
日
醤
９
時

　
分
～
　
時
　
分
、
第
１
部（
式
典
）

30

11

50

は
文
化
会
館
、第
２
部（
消
防
音
楽
隊

の
演
奏
や
は
し
ご
乗
り
、
宮
崎
小
学

校
に
よ
る
吹
奏
楽
、
消
防
車
両
の
一

れ
た
方
で
す
。

　
な
お
、市
外
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

で
、野
田
市
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す

る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１月５日か　
　ら 

斉
放
水
な

ど
）は
文
化

セ
ン
タ
ー
駐

車
場

※
第
１
部
実

施
中
は
、
は

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

とび職の方のはとび職の方のはししごご乗乗りりもも

田植えや収穫は参加者同士で協力し田植えや収穫は参加者同士で協力してて
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市
で
は
、
１
月
　
日
日
　
時
か
ら

30

13

　
時（
予
定
）ま
で
、
い
ち
い
の
ホ
ー

17ル
５
階
の
「
関
根
名
人
記
念
館
」
対

局
室
を
会
場
と
し
て
、
里
見
香
奈
女

流
名
人
と
挑
戦
者
の
清
水
市
代
女
流

六
段
に
よ
る
「
第
　
期
女
流
名
人
位

37

戦
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、２
人
の
対
局
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
当
日
行
う
大
盤
解

説
会
の
入
場
希
望
者
を
募
集
中
で
す
。

　
大
盤
解
説
会
は
、４
階
の
関
宿
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
小
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
が
、　
時
か
ら
は
対
局
の
観
戦（
５

13

分
程
度
）に
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

養
育
費
を
考
え
る
講
演
と
相
談
会

　
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
や

父
、
ま
た
、
今
後
避
け
が
た
い
離
婚

を
控
え
た
市
民
の
方
を
対
象
に
、
２

月
　
日
醤
　
時
～
　
時
　
分（
講
演

27

13

16

30

会
は
　
時
、相
談
は
　
時
か
ら
）、「
養

13

15

育
費
セ
ミ
ナ
ー
」
を
総
合
福
祉
会
館

で
開
催
し
、講
演
会
と
、弁
護
士
に
よ

る
個
別
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

◎
講
演
会
　
須
賀
昭
徳
氏
（
山
梨
学

院
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
野
田
市
の

養
育
費
相
談
の
現
状
」、清
田
乃
り
子

氏
（
弁
護
士
）
に
よ
る
「
役
に
立
つ

養
育
費
の
知
識
」
と
題
し
た
講
演

◎
個
別
無
料
法
律
相
談
　
定
員
６
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
た

だ
し
、
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
方

は
不
可

※
託
児
サ
ー
ビ
ス（
２
歳
か
ら
就
学
前

ま
で
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
２
月
　
日
鞘

18

ま
で
に
電
話
か
直
接
児
童
家
庭
課
へ

不
正
取
得
防
止
に
ご
協
力
を

　
住
基（
住
民
基
本
台
帳
）カ
ー
ド

は
、
本
人
確
認
が
必
要
な
窓
口
で
公

的
な
証
明
書
と
し
て
使
え
る
カ
ー
ド

で
、
市
役
所
市
民
課
や
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
で
申
請
に
よ
り
発
行
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
　
年
７
月
上
旬
か

22

ら
近
隣
市
で
は
、
偽
造
の
運
転
免
許

証
を
使
っ
て
住
基
カ
ー
ド
を
不
正
に

取
得
し
、
携
帯
電
話
の
購
入
な
ど
に

使
用
す
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
不
正
取
得
の
防
止
の
た

め
、
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
時
の
本
人

確
認
と
し
て
、運
転
免
許
証
の
ほ
か
、

保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
も
提
示
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

 女流
名

人
位
戦
 
「「
大
盤
解
説
会

大
盤
解
説
会
」」

     関
根
関
根
名名
　

　
人人

記
念
館

 
記
念
館
でで
対
局
対
局
観
戦
観
戦
もも
 

子
育
て
の
不
安
を
軽
減
す
る
講
演
会

　
子
育
て
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
、
２
月

６
日
醤
　
時
　
分
か
ら
、
市
役
所
８

13

30

階
大
会
議
室
で
、
戸
谷
久
子
氏
（
千

葉
県
健
康
福
祉
部
長
）
に
よ
る
、「
あ

せ
ら
ず
、
悩
ま
ず
、
あ
き
ら
め
ず
」

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
あ
り
。

　
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
２
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

　
入
場
を
希
望
す
る
方
は
、
１
月
　17

日
月
必
着
で
、往
復
は
が
き（
１
枚
で

１
人
入
場
可
）に
郵
便
番
号
・
住
所
・

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

   大
字
の
整
理
で

         「
桜
木
」や「
桜
台
」に
 

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
返
信
用

の
あ
て
先
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５

278

５
０
野
田
市
役
所
商
工
課
「
大
盤
解

説
会
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
入
場
の
可
否
は

返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

－

　
南
部
中
学
校
の
西
側
の
平
成
や
よ

い
通
り
に
接
す
る
区
域（
上
花
輪
、清

水
、山
崎
、
桜
台
、
花
井
）の
住
所
が
、

本
日
１
月
１
日
か
ら
「
野
田
市
桜
木

住
 民
 基
 本

台
帳
カ
ー
ド

今期今期はは里見女流名人（左）に清水元女流名人（右）が臨む（昨年里見女流名人（左）に清水元女流名人（右）が臨む（昨年１１月撮影）月撮影）

○
番
地
の
○
」（
郵
便
番
号
　
 
０
０

278

２
８
）と
な
り
、地
番
も
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
桜
木
」北
側
の「
上
花
輪
」、

「
中
野
台
」、「
清
水
」
の
飛
地
の
住

－

１月1日か　
　ら  

所
も
本
日
か
ら
「
桜

台
」（
郵
便
番
号
　
 
278

０
０
３
２
）
に
な
り

ま
す
が
、
地
番
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
今
回
の
大

字
変
更
は
、
字
の
入

り
組
み
や
飛
地
の
解

消
策
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課
、

郵
便
番
号
は
郵
便
事

業
株
式
会
社
野
田
支

店
☎
７
１
２
１
 
４

５
６
１

－

－
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講
座
・
教
室

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

講
座
な
ど
　
①
保
育
所
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
…
１
月
　
日
鞘
　
時
　

14

10

30

分
～
　
時
　
分
。
東
部
保
育
所
長

11

30

に
よ
る
保
育
内
容
の
説
明
や
園
内

見
学
な
ど
。
保
育
所
に
興
味
が
あ

り
仕
事
を
考
え
て
い
る
方
。②
応
急

手
当
講
習
会
…
１
月
　
日
月
　
時

31

10

～
　
時
　
分
。
市
消
防
署
員
に
よ

11

30

る
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、

心
肺
蘇
生
法
な
ど
。乳
幼
児
の
い
る

家
族
。い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
で
。

先
着
　
人
。
筆
記
用
具
持
参
。
申

15

込
み
は
１
月
５
日
水
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
は
つ
ら
つ
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
　
１
月
　
日
～
３
月
　
日
の

26

19

水
・
土
　
時
～
正
午（
１
月
　
日
と

10

26

３
月
２
日
は
　
時
　
分
～
　
時
　

13

30

15

30

分
、
３
月
　
日
は
９
時
　
分
～
　

19

30

12

時
　
分
）
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。

30
全
６
回
。
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
調

理
実
習
な
ど
。
市
民
で
　
歳
以
上

20

（
　
歳
以
上
優
先
）。調
理
実
習
の

55
み
実
費
徴
収
。　
人
（
抽
選
・
当

25

選
者
の
み
に
通
知
）。申
込
み
は
１

―

月
　
日
金
ま
で
に
電
話
か
直
接
同

14
館
☎
７
１
２
２
 
５
４
０
２
へ

◆
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室
　
①
パ
ソ

コ
ン
で
確
定
申
告
…
１
月
　
日
木
、

27

　
日
金
。
各
日
同
じ
内
容
。
い
ず

28れ
か
の
希
望
日
で
申
込
む
。
②
ワ

ー
ド
基
礎
編
…
２
月
１
日
～
８
日

の
火
・
金
。
全
３
回
。
ワ
ー
ド
で
文

書
の
作
成
。
い
ず
れ
も
　
時
～
正

10

午
野
田
公
民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
、　
歳
以
上
の
市
民
で
簡
単
な

20

文
章
入
力
が
で
き
る
方
、　
人（
抽

23

選
・
未
受
講
者
優
先
）。
②
の
み
テ

キ
ス
ト
代
　
円
。
申
込
み
は
１
月

500

　
日
月
必
着
で
往
復
は
が
き（
住
所

17・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）か
返
信

用
は
が
き
を
持
参
で
〒
　
 
０
０

278

３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公
民
館

168

☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
野
田
の
観
光
写
真
展
　
１
月
５

日
鐘
～
　
日
鐘
８
時
　
分
～
　
時

12

30

19

市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
日
障
～
　
日
障
８
時
　
分
～
　

13

20

30

17

時
　
分
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
１
階
で
。

15
い
ず
れ
も
初
日
は
　
時
か
ら
、最
終

13

日
は
　
時
ま
で
。
入
賞
　
点
を
含

14

10

―

―

―

―

む
応
募
作
品
　
点
。
問
商
工
課
内

62

野
田
市
観
光
協
会
事
務
局

◆
１
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
保

育
体
験
や
育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
東
葛
飾
地
方
小
学
校
家
庭
科
、

中
学
校
技
術
・
家
庭
科
作
品
展
　

１
月
　
日
鞘
～
　
日
醤
９
時
～
　

14

16

18

時
さ
わ
や
か
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）

で
。
東
葛
飾
地
域
の
小
中
学
生
が

授
業
な
ど
で
製
作
し
た
作
品
を
小

学
校
３
点
、
中
学
校
４
点
ず
つ
展

示
。
問
指
導
課

◆
税
に
関
す
る
書
道
・
作
文
展
　

１
月
　
日
金
～
　
日
水
８
時
　
分

14

19

30

～
　
時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

19
リ
ー
で
。市
内
小
中
学
生
の
書
道
、

作
文
の
優
秀
作
品
や
パ
ネ
ル
の
展

示
な
ど
。
問
収
税
課

◆
凧
あ
げ
大
会
　
１
月
　
日
土
　

22

10

時
か
ら
関
宿
ふ
れ
あ
い
広
場
（
雨

天
時
は
関
宿
子
ど
も
館
で「
 凧
 」を

た
こ

テ
ー
マ
に
し
た
講
話
）、　
日
上
　

29

12

時
　
分
～
　
時
は
野
田
市
ス
ポ
ー

30

15

ツ
公
園
（
木
野
崎
）
芝
生
広
場
で

（
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延
）。自
作

の
凧
（
和
紙
製
・
ビ
ニ
ー
ル
製
）

を
持
参
で
き
る
方
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）。申
込
み
は
事
前
に
各
子

ど
も
館
へ
。
問
山
崎
子
ど
も
館
☎

７
１
２
４
 
６
７
３
９

◆
子
ど
も
館
人
形
劇
鑑
賞
会
　
２

月
５
日
上
　
時
～
　
時
（
午
前
の

10

11

部
）、　
時
～
　
時（
午
後
の
部
）中

14

15

央
公
民
館
で
。
劇
団
「
貝
の
火
」

に
よ
る「
き
き
耳
ず
き
ん
」。
各
部

先
着
　
人
。幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

240

希
望
者
は
１
月
５
日
鐘
か
ら
各
子

ど
も
館
で
配
布
す
る
整
理
券
を
持

参
し
当
日
会
場
へ
。
問
中
央
子
ど

も
館
☎
７
１
２
５
 
１
６
７
８

◆
け
や
き
寄
席
　
２
月
　
日
醤
　

20

13

時
　
分
か
ら
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ

30
ー
ル
で
。
山
遊
亭
金
太
郎
や
春
風

亭
一
之
輔
な
ど
が
出
演
。
全
席
自

由
。
前
売
り
券
千
円
（
　
歳
以
上

65

　
円
）、
当
日
千
　
円
（
　
歳
以
上

800

200

65

千
円
）。
前
売
り
は
文
化
会
館
、欅

の
ホ
ー
ル
３
階
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、

ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア
店
、
ブ
ッ
ク
ス
エ

ン
ド
ウ
川
間
店
、
い
な
げ
や
野
田

み
ず
き
店
で
発
売
中
。
問
文
化
会

館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

―

―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
１
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

１
月
４
日
火
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
７
・
　
・
　
・

12
18

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

20
28

27

６０

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

12

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

14
28

19

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。□市 
＝
　
日
。

12

18

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

14

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

17
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。

20

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。
個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の

「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

25

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

共

保
育
所
名

中

根

福

田

清

水

木
間
ケ
瀬

あ
た
ご

古
布
内

尾

崎

東

部

花

輪

南

部
開
放
日

　
日
火

１１　
日
火

１１　
日
火

１１　
日
水

１２　
日
水

１２　
日
水

１２　
日
水

１２　
日
水

２６　
日
木

１３　
日
木

２７　
日
火

１８　
日
木

２０

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
1
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眼
眼
眼
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襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　
１
月
　
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市

31

税
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
県
民
税（
普
通
徴
収
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
７
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
７
期
）

④
介
護
保
険
料（
７
期
）

【
問
合
せ
】①
は
収
税
課
、②
③
は
国

保
年
金
課
、④
は
高
齢
者
福
祉
課

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談

か
ら
就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
６

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
　
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

17

20

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

25

27

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
　
日
）、知
的
障
が
い
者（
　
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

11

12

18

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
　
日
）、身
体
障
が
い
者（
　

30

15

30

11

12

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

18

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。問
社
会
福
祉

13

16

協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
法
人
設
立
な
ど
。　
日
鞘

21

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

13

16

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１
２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

11

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―

―

―

―

告
を
す
る
際
に
必
要
と
な
る
同
カ

ー
ド
の
発
行
は
、
１
月
４
日
～
３

月
　
日
の
間
の
鍾
・
障
に
限
り
　

15

19

時
ま
で
延
長
に
。
問
市
民
課

◆
工
業
統
計
調
査
に
ご
回
答
を
　

経
済
産
業
省
で
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
毎
年
　
月
　
日

12

31

現
在
で
実
施
。対
象
事
業
所
に
は
、

顔
写
真
入
り
の
「
調
査
員
証
」
を

携
行
し
た
調
査
員
が
調
査
票
の
配

布
に
訪
問
。
問
行
政
管
理
課

◆
柏
税
務
署
の
駐
車
場
が
利
用
不

可
に
　
４
月
中
旬
ま
で
。障
が
い
者

用
駐
車
場
は
あ
り
。
問
柏
税
務
署

総
務
課
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
公
共
下
水
道
運
営
審
議

会
　
１
月
　
日
障
　
時
か
ら
市
役

20

10

所
８
階
大
会
議
室
で
。
先
着
５
人
。

９
時
　
分
か
ら
受
付
。問
下
水
道
課

30

―

育
指
導
員
＝
月
～
土（
う
ち
週
５

日
）７
時
～
８
時
　
分
。応
募
は
１

30

月
　
日
火
ま
で
。詳
細
は
保
育
課
へ

11相
談
・
そ
の
他

◆
食
事
相
談
会
　
１
月
　
日
木
　

20

16

時
～
　
時
木
間
ケ
瀬
保
育
所
で
。

17

管
理
栄
養
士
が
ア
レ
ル
ギ
ー
や
離
乳

食
な
ど
に
対
応
。
乳
幼
児
の
い
る

方
。
当
日
会
場
受
付
。
問
保
育
課

◆
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
　
選
挙
人
資
格
は
、

平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
市
民
で
、　
ア
ー
ル
以
上
の
農

10

地
に
耕
作
を
営
む
方
か
、
同
居
の

親
族
で
年
間
約
　
日
以
上
耕
作
に

60

従
事
す
る
方
。
申
請
は
１
月
　
日
10

鉦
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

◆
市
民
課
で
電
子
証
明
書
付
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
時
間
延

長
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
か
ぜ
は
万
病
の
も
と

　
元
の
意
味
は
、「
か
ぜ
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
な
る
の
で
、
た
か
が
か
ぜ
と
甘

く
考
え
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
か
ぜ
の
多
く
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
と

か
ぜ
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
的
な
薬
は

な
い
の
で
、
自
分
の
免
疫
力
で
治
さ
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
無
理
を
せ
ず
体
を
休

め
ま
し
ょ
う
。

　
「
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
」
に
は
も
う
一
つ
「
か

ぜ
の
症
状
と
軽
く
考
え
て
い
た
ら
、
実
は
別
の
病

気
の
症
状
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意
！
」
と
い

う
意
味
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
か
ぜ
の
症
状
で
あ
る「
 咳
 」。
長
く
続
く

せ
き

場
合
は
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
、
百
日
咳
、
結
核
な

ど
の
感
染
症
、
咳
喘
息
、
逆
流
性
食
道
炎
、
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
、
肺
が
ん
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
病

気
が
原
因
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。　
（
Ｈ
・
Ｆ
）

市
税
な
ど
の
納
期（
１
月
）

募
　
集

◆
学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員
　
①

学
童
指
導
員
＝
鉦
～
鞘
の
平
日
は

　
時
～
　
時
　
分
、
学
校
休
業
日

13

18

30

（
醤
・
□祝 
除
く
）は
８
時
～
　
時
　

18

30

分
の
間
の
８
時
間
。
任
用
期
間
は

平
成
　
年
４
月
１
日
～
　
年
３
月

23

24

　
日
。
給
与
月
額
　
万
千
　
円
、

31

17

300

期
末
手
当
年
間
２
・
　
月
分（
　
年

49

22

度
実
績
）。昭
和
　
年
４
月
２
日
～

26

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。

申
込
み
は
　
年
１
月
　
日
鞘
ま
で
。

23

14

②
学
童
指
導
員
代
替
＝
鉦
～
上
８

時
～
　
時
　
分
の
間
の
指
定
さ
れ

18

30

た
時
間
。
任
用
期
間
は
原
則
　
年
23

４
月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
。
勤

24

31

務
場
所
は
い
ず
れ
も
市
内
学
童
保

育
所
の
う
ち
直
営
の
　
か
所
。
①

14

は
有
給
休
暇
、
通
勤
手
当
、
社
会

保
険
あ
り
・
保
育
士
・
教
員
免
許
な

ど
の
資
格
者
希
望
。
②
は
有
給
休

暇
、通
勤
手
当
、
社
会
保
険
な
し
・

資
格
不
要
。
選
考
方
法
や
勤
務
地

な
ど
の
詳
細
は
児
童
家
庭
課
へ

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
の
事
前
登

録
　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
②
特

別
支
援
学
級
支
援
員
③
音
楽
非
常

勤
講
師
④
理
科
指
導
助
手
。
①
②

は
要
教
員
免
許
状
。
③
は
要
中
学

校
音
楽
の
教
員
免
許
状
。
い
ず
れ

も
有
給
休
暇
あ
り
、
通
勤
手
当
支

給
。
社
会
保
険
加
入
は
勤
務
時
間

に
よ
る
。
平
成
　
年
４
月
１
日
以

23

降
、
欠
員
分
を
採
用
。
曜
日
や
時

間
な
ど
の
詳
細
は
学
校
教
育
課
へ

◆
保
育
所
の
一
般
職
の
非
常
勤
職

員
試
験
　
①
臨
時
保
育
士
＝
月
～

金（
土
出
勤
も
あ
り
）の
８
時
　
分
30

～
　
時
。②
昼
時
間
帯
勤
務
保
育

17
士
＝
月
～
金
の
　
時
～
　
時
の
間

11

15

の
２
時
間
。③
朝
時
間
帯
勤
務
保

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
１
月
　
日
火
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１８

１０

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

凶

2７１医師会だより



　
今
日
は
、
ル
ラ
ル
さ
ん
の
誕
生

日
。
庭
の
み
ん
な
と
誕
生
日
の
大

合
唱
を
し
て
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
て

お
祝
い
を
し
ま
す
。
で
も
、
ル
ラ

ル
さ
ん
は
何
か
大
事
な
こ
と
を
忘

れ
て
い
ま
し
た
。
ル
ラ
ル
さ
ん
シ

リ
ー
ズ
最
新
刊
で
す
。

New Books
興風図書館の推せん図書

興風図書館拶７１２３-７６１１
南 図 書 館拶７１２５-７９８１
北 図 書 館拶７１２９-８８１１
せきやど図書館拶７１９８-４９４６

　
建
築
模
型
作
り
の
基
本
と
な
る

「
白
模
型
」
を
中
心
に
、
順
を
追

っ
て
の
作
り
方
を
解
説
す
る
構
成

の
本
で
す
。
ま
た
、
白
い
模
型
だ

け
で
な
く
、
リ
ア
ル
な
色
、
質
感

で
作
る
模
型
や
家
具
、
イ
ン
テ
リ

ア
の
作
り
方
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

野
田
市
制
施
　

　
行 
　
周
年
記
念
事
業

６０

◆
映
画
上
映
会
「
葦
牙
 ―
 あ
し
か
び
 

 ―
 こ
ど
も
が
 拓
 く
未
来
」　
１
月
　

ひ
ら

23

日
醤
　
時
～
正
午
と
　
時
　
分
～
　

10

13

30

15

時
　
分
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・

30
小
ホ
ー
ル（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
各
回
先
着
　
人
。
当
日
会
場
へ
。

100

問
工
藤
☎
７
１
９
８
 
２
８
８
４

（
　
時
以
降
）

18講
座
・
教
室

◆
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン
＆
フ
ァ
ー
ス

ト
ト
ー
ク
体
験
教
室
　
１
月
　
日
鐘

12

　
時
　
分
～
　
時
　
分
北
コ
ミ
ュ
ニ

10

15

11

30
―

テ
ィ
会
館
で
。
１
歳
前
～
２
歳
の
子

と
親
。先
着
　
組
。参
加
費
千
円
。申

10

込
み
は
１
月
５
日
鐘
～
　
日
鍾
に
鶴

11

見
☎
　
 
２
０
３
９
 
４
３
３
１
へ

080

◆
イ
ン
ド
ア
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
教
室

・
大
会
　
①
教
室
…
１
月
　
日
～
２

15

月
　
日
の
土
　
時
～
　
時
　
分
総
合

12

18

20

30

公
園
体
育
館
で
。
全
５
回
。
参
加
費

千
円
。上
履
き
持
参
。②
大
会
…
２
月

　
日
鞘
は
２
部（
初
心
者
・
中
級
者
）、

11２
月
　
日
醤
は
１
部（
上
級
者
）、
い

13

ず
れ
も
９
時
か
ら
総
合
公
園
体
育
館

で
。
ダ
ブ
ル
ス
戦
。
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学（
高
校
生
以
上
）の
方
。
参

加
費
１
ペ
ア
２
千
円（
高
校
生
千
　500

―

―

円
）。申
込
み
は
①
は
１
月
９
日
醤
～

　
日
木
に
、②
は
１
月
　
日
醤
ま
で
に

13

23

岡
野
☎
７
１
２
４
 
３
２
５
９
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
な
ど
　
①
筋
ト
レ
・
脳
ト
レ
・

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
…
１
月
　
日
～
２

26

月
　
日
の
鐘
　
時
～
正
午
関
宿
総
合

16

11

公
園
体
育
館
で
。
全
４
回
。　
人（
抽

20

選
）。　
歳
以
上
。参
加
費
千
　
円
。②

20

500

普
通
救
命
講
習
会
…
１
月
　
日
上
　

29

13

時
　
分
～
　
時
　
分
関
宿
総
合
公
園

30

16

30

体
育
館
で
。
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
（
高
校
生
以
上
）
の
方
。
先
着
　30

人
。
申
込
み
は
①
は
１
月
　
日
土
ま

22

で
に
電
話
か
往
復
は
が
き
（
１
家
族

１
通
）に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を

明
記
し
て
〒
　
 
０
２
２
５
平
井
　

270

401

関
宿
総
合
公
園
体
育
館
へ
、
②
は
１

月
７
日
鞘
～
　
日
醤
に
直
接
同
館
☎

23
―

―

７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
押
し
花
で
作
る
お
ひ
な
様
額
　
２

月
　
日
土
９
時
～
　
時
　
分
中
央
公

12

11

30

民
館
で
。
参
加
費
３
千
円
。
申
込
み

は
１
月
　
日
土
ま
で
に
荒
井
☎
７
１

15

２
５
 
２
５
７
７
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
郷
土
博
物
館
で
市
民
公
募
展
や
常

設
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
　
①

「
わ
が
家
の
お
ひ
な
さ
ま
」
…
１
月

５
日
鐘
～
３
月
　
日
鉦
９
時
～
　

21

17

時
。
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
か
ら
の

公
募
に
よ
る
、
ひ
な
人
形
や
ひ
な
飾

り
な
ど
を
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

写
真
、所
蔵
の
 有
  職
  雛
 を
展
示
。②
常

ゆ
う
 そ
く
 び
な

設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
…
１
月
５
日

鐘
か
ら
江
戸
時
代
以
降
の
野
田
の
歴

史
を
醬
油
醸
造
と
人
々
の
生
活
を
中

―

―

心
に
紹
介
。
③
山
中
直
治
コ
ン
サ
ー

ト
…
１
月
　
日
土
　
時
　
分
～
　

22

13

30

15

時
。野
田
市
出
身
の
童
謡
作
曲
家
山
中

直
治
の
「
だ
ん
だ
ん
畑
」
や「
こ
ん
こ

ん
小
山
の
白
狐
」
な
ど
の
歌
と
ピ
ア

ノ
演
奏
。
当
日
会
場
受
付
。
問
同
館

☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１

◆
関
宿
城
博
物
館
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

　
①
関
宿
城
百
景
写
真
展
…
１
月
８

日
土
～
２
月
６
日
醤
９
時
～
　
時
　

16

30

分
。
関
宿
城
周
辺
を
題
材
と
し
た
写

真
の
入
選
作
品
を
展
示
。
入
館
料
　200

円（
高
校
、
大
学
生
　
円
、
中
学
生
以

100

下
・
　
歳
以
上
無
料
）。②
博
物
館
セ

65
ミ
ナ
ー
…
２
月
　
日
醤
　
時
　
分
～

13

13

30

　
時
　
分
。中
村
正
己
氏（
同
館
展
示

15

30

協
力
員
）
に
よ
る
「
関
宿
藩
剣
術
士

鏡
心
流
・
荒
尾
光
政
の
伝
記
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
。先
着
　
人
。受

30

―

「建築模型製作完全
ガイド」

喜入時生・編著
誠文堂新光社

協

「ルラルさんのたんじょうび」
いとうひろし・作
ポプラ社

利根運河

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失失

　利根運河は、利根川と江戸川を結ぶ全長
約8.5キロメートルの人工の水路で、オラ
ンダ人技師ムルデルが設計し、工事には２
年の歳月と約２２０万人の労働者を要し、明
治２３（１８９０）年に完成しました。
　開通で、銚子から東京までの所要時間が
短縮され、一時は１日に１００隻を超える舟
で賑わいましたが、鉄道や道路の整備で昭

和１６（１９４１）年に舟運の役割に幕を閉じ、昭
和５０（１９７５）年から利根川水系の治水の一
端を担う河川として利用されました。　
　現在では、治水の役割も終え、「多様な
生物を育む水の回廊」を目指し、市や流域
の自治体、地域の自然保護団体の皆さん
などが協力して、自然や歴史と調和した
地域空間の実現に向けた取り組みを進め
ています。

多様な生物を育む水の回廊へ

生物を運び豊かな生態系を育む河とし生物を運び豊かな生態系を育む河としてて



ん
ぼ
で
。「
時
の
流
れ
」
や
「
ジ
ュ
ピ

タ
ー
」
な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
市

役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
賀
状
展
　
１
月
　
日
醤
～
　
日
上

16

22

９
時
～
　
時
（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）

17

15

野
田
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
欅
の
ホ
ー
ル

内
）
で
。年
賀
状
出
品
希
望
者（
１
人
５

点
以
内
）
は
、１
月
　
日
障
必
着
で
、

13

郵
送
か
持
参
で
〒
　
 
０
０
３
５
中
野

278

台
　
 
１
欅
の
ホ
ー
ル
２
階
野
田
市
文

168
化
団
体
協
議
会
事
務
局
へ
。１
月
　
日
19

鐘
と
　
日
上
の
　
時
～
　
時
は
押
し
花

22

10

15

を
使
う
は
が
き
作
り（
は
が
き
代
　
円
）

50

も
。問
井
上
☎
７
１
５
２
 
２
９
４
７

◆
ぱ
れ
っ
と
会
展
　
１
月
　
日
鞘
～

21

　
日
障
９
時
～
　
時（
初
日
は
正
午
か

27

17

ら
、最
終
日
は
　
時
ま
で
）市
役
所
ふ

15

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。油
絵
　
点
。

38

問
柳
沢
☎
７
１
２
５
 
６
４
８
４

◆
千
葉
県
民
ハ
イ
キ
ン
グ
　
１
月
　
日
23

－

－

－

－

醤
５
時
　
分
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
駐
車
場
集

15

合
、　
時
帰
着
予
定
。
県
立
高
宕
山
自

19
然
公
園
（
南
房
総
国
定
公
園
内
）
の
高

宕
山
を
中
心
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
。歩

行
距
離
は
約
９・３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
約

３
時
間
）
か
約
６
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
約
４
時
間
）
の
２
コ
ー
ス
。
参
加
希

望
者
は
１
月
　
日
水
　
時
　
分
～
　

12

18

30

20

時
　
分
興
風
会
館
で
開
催
の
説
明
会
で

30
参
加
費
５
千
円
を
添
え
て
申
込
む
。問

盛
☎
７
１
２
４
 
２
３
０
８

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　

１
月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
（
午

27

10

11

30

前
の
部
）、　
時
～
　
時
　
分
（
午
後

13

14

30

の
部
）
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
練
り
香
水
の
作
成
。
各
回
先

着
　
人
。
参
加
費
２
千
円（
材
料
費
、

12
テ
キ
ス
ト
代
）。申
込
み
は
１
月
６
日

障
か
ら
岩
井
☎
　
 
３
２
０
７
 
８

090

３
５
８
へ

－

－

－

匡

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
　
月
１
日
号
の
正
解
は
「
の
ど
じ
ま
ん
」
で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

１２

５７

の
結
果
、当
選
者
は
伊
藤
喬
子
様
、下
田
知
穂
様
、鈴
木
久
仁
子
様
、田
中
弘
子
様
、千
葉
千
惠
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

講
料
　
円
。
②
の
申
込
み
は
１
月
　

200

13

日
障
９
時
か
ら
電
話
で
同
館
☎
７
１

９
６
 
１
４
０
０
へ

◆
猛
き
ん
の
里
江
川
・
三
ケ
尾
に
冬

の
野
鳥
を
訪
ね
て
　
１
月
　
日
鉦
９

10

時
運
河
駅
集
合
、　
時
解
散
予
定
。利

14

根
運
河
の
水
鳥
や
江
川
地
区
の
猛
き

ん
類
な
ど
を
中
心
と
し
た
野
鳥
の
観

察
。参
加
費
　
円
。双
眼
鏡
や
筆
記
用

200

－

具
な
ど
を
持
参
。当
日
会
場
受
付
。問

浅
川
☎
　
 
１
１
０
６
 
６
６
６
３

090

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

①
育
児
の
日
…
１
月
　
日
鐘
　
時
～

12

10

　
時
　
分
。
②
み
ん
な
で
お
弁
当
を

11

30

食
べ
よ
う
…
１
月
　
日
障
　
時
～
　

20

10

13

時
。
０
～
３
歳
の
子
と
親
。
弁
当
持

参
。
③
育
児
相
談
日
…
１
月
　
日
鉦

24

　
時
　
分
～
正
午
。
先
着
５
人
。
い

10

30
－

－

ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館

（
中
根
）で
。
費
用
　
円
。
①
②
は
当

50

日
会
場
受
付
。
③
の
申
込
み
は
１
月

５
日
鐘
か
ら
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１

２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
新
春
　
 箏
 ・
尺
八
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

こ
と

～
永
遠
の
路
～
」　
１
月
　
日
鞘
　

14

12

時
　
分
～
　
時
市
役
所
１
階
つ
く
し

30

13

－

ラジオ第
一、国 際
放送で放
映の予定
です。
※公開放
送の出場
者や観覧

　　　  市制施行６０周年記念事業

　　　  NHKのど自慢
１月３０日日１２時１５分から放送予定

　市とＮＨＫ千葉放送局の共催で、ゲ
ストに北島三郎、都はるみを迎えた、
「ＮＨＫのど自慢」が、１月３０日日１２
時１５分から１３時まで放送されます。
　番組は、ＮＨＫの総合テレビ、ＢＳ２、

北島三郎 都はるみ

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、
二

重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｐ
の
順
に

並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
《
出
題

＝
秘
書
広
報
課
・
参
考
資
料
＝
大
辞
林
》。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ム

ル
デ
ル
が
設
計
。　
面
で
紹
介
。
②
元
素

１８

記
号
は
「
　
」。
③
今
年
の
干
支
。
④
田
河

Au

リ
ー
。
⑭
函
館
本
線
森
駅
の

駅
弁
と
い
え
ば
。
⑮
空
手
に

は
組
手
と
―
―
。⑯
金
。銀
。

銅
。⑱
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
別
名
。

油
売
り
で
有
名
。
⑳
漢
字
で

「
鰭
」。
○２１ 
う
さ
ぎ
に
は
な

く
て
ウ
シ
と
シ
カ
に
は
あ
り

ま
す
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
日
本
の

首
都
。
④
輪
島
市
の
あ
る
半

島
。
⑥
め
し
べ
を
乾
燥
さ
せ

て
香
辛
料
に
。
⑧
♪
つ
き
が

の
ぼ
る
し
ひ
が
し
ず
む
。
⑨

独
特
の
節
を
つ
け
て
歌
う
伝

統
芸
能
。
⑩
静
岡
市
に
あ
る

　
正
解
と
当
選
者
は
、

２
月
１
日
号
で
発
表
し

ま
す
。当
選
者
の
方
は
、

氏
名
を
紙
面
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版
》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》

《
新
春
版
》

色
。
⑩
魚
を
か
ぶ
せ
捕
る
道
具
。
⑫
フ
ァ
ミ

カ
ッ
ト
・
出
野
元
山

の
得
意
な
も
の
は
。⑦

英
語
で
「
ム
ー
ド
」。

⑨
囲
碁
で
後
手
の
石
の

弥
生
時
代
後
期
の
―
―
遺
跡
。
⑪
ホ
タ
ル

―
―
。
ヤ
リ
―
―
。
⑬
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の

大
地
の
女
神
。
⑮
１
月
２
日
に
筆
と
墨
で
。

⑰
江
戸
時
代
の
大
阪
や
京
都
な
ど
畿
内
地

方
の
呼
称
。
⑲
水
道
水
や
ガ
ス
の
通
り
道
。

⑳
親
指
―
―
。
か
ぐ
や
―
―
。
○２２ 
「
わ
が

家
の
自
慢
料
理
」
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
○２３ 

―
―
。
今
日
。
明
日
。

【
応
募
方
法
】
官
製
は
が
き
に
１
月
　
日
１４

金
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ

ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、
電
話
番
号
、
市
報
で
よ
く
読
む
記
事

や
意
見
な
ど
を
明
記
し
て
、〒
　
 
８
５
５

２７８

０
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク

イ
ズ
」係
へ
。正
解
者
の
中
か
ら
、の
だ
っ
こ

ダ
イ
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
入
り「
図
書
カ
ー

ド
」（
写
真
）と
複
製
「
色
紙
」
を
セ
ッ
ト
に

し
て
、抽
選
で
　
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

１０

―

水
泡
の
代
表
作

「
―
―
く
ろ
」。

⑤
「
一
休
さ
ん
」

者の募集は終了しました。
【問合せ】文化会館☎７１２４－１５５５、
NHK千葉放送局☎０４３（２２７）７３１１
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 干
支
 の４
番
目
の
う
さ
ぎ（
卯
）

え

と

は
、ウ
サ
ギ
科
の
哺
乳
類
で
す
。

　
最
近
、動
物
と
ふ
れ
合
え
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
動
物
園
が

増
え
て
き
ま
し
た
が
、一
番
の
人

気
も
の
と
い

え
ば
、や
っ

ぱ
り「
う
さ

ぎ
」
で
す
。

　
や
さ
し
く

抱
っ
こ
す
る

と
、
ふ
わ
ふ

わ
の
毛
並
み

で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
は

う
さ
ぎ
の
鼓
動
を
ど
う
感
じ
と

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
２
０
１
０
年
は
国
連

が
定
め
た
「
国
際
生
物
多
様
性

年
」
で
、
市
で
も
多
様
な
生
物

を
育
む
地
域
環
境
づ
く
り
を
進

イラスト＝稲葉多太司さん（清水）

女（人）男（人）計（人）
７７１４９１大正４年
４１２２８０６９２昭和２年
８２７８８０1,707昭和１４年
1,3471,2692,616昭和２６年
８７８９０８1,786昭和３８年
1,0921,2132,305昭和５０年
７８３９４６1,729昭和６２年
６４８７１９1,367平成１１年
6,0646,22912,293総　計

■市内の卯年生まれ（１２月１日現在）兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

野　田　散　策　～表紙のことば

め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
生
き
物
に
と

っ
て
、
幸
せ
な
１
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。

※
う
さ
ぎ
は
か
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
歴
史
や
自
然
を
訪

ね
て
み
ま
し
た
。
①
は
市
民

会
館
茶
室
と
つ
つ
じ
、
②
は

茂
木
佐
公
園
の
イ
チ
ョ
ウ
で

す
。
市
民
会
館
同
様
、
茶
室

も
国
の
登
録
文
化
財
で
、
つ

つ
じ
は「
市
の
花
」で
す
。
茂

木
佐
公
園
は
、市
民
会
館
・
郷

土
博
物
館
の
前
に
あ
り
、　11

月
下
旬
ご
ろ
、
黄
色
に
染
ま

り
ま
す
。
③
は
利
根
運
河
、

④
は
利
根
川
で
す
。
利
根
運

河
は
、
今
号
　
面
で
ご
紹
介

18

し
ま
し
た
。
利
根
川
は
延
長

　
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
国
第

322２
位
の
河
川
で
す
。
⑤
は
市

役
所
敷
地
内
の
市
の
木「
け
や

き
」で
す
。⑥
は
東
京
理
科
大

学
付
近
の
桜
並
木
、
⑦
は
江

戸
川
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
、⑧
は
清
水
公
園
の
紅
葉
、

⑨
は
市
役
所
か
ら
見
た
約
　120

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
富
士
山
、

⑩
は
関
宿
台
町
の「
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
」で
す
。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時から22時まで（ただし16時から19時までは除く）
内科＝９時から16時まで（19時から22時までは急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）野田病院（☎７１２７－３２００）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）１日（土）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）奥野循環器科クリニック（☎７１２３－７７１１）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）２日（日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）野田南部診療所（☎７１２１－０１７１）門倉医院（☎７１２４－５３１１）３日（月）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）むらた内科循環器科クリニック（☎７１２７－８８００）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）９日（日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）梅郷痛みと内科のクリニック（☎７１２６－１９００）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）１０日（月）
アイレディースクリニック（☎7137－7661）江医院（☎７１２４－２８３１）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）１６日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）尾崎台クリニック（☎７１２７－６６７７）西村クリニック（☎７１２３－００５０）２３日（日）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）野田病院（☎７１２７－３２００）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）３０日（日）

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０８３号　平成２３年１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時から２２時まで（毎日）

▼歯科診療＝９時から正午まで（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２２.１２.１現在）●人口＝１５７,１９５人（－１）　男＝７９,００２人（－２）　女＝７８,１９３人（+１）●世帯数＝６１,８１１世帯（＋３８）　●市の面積＝１０３.５４㎢

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
昨
年
　12

月
か
ら
市
内
８
か
所
で
冬
場

に
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
冬
期

湛
水
を
試
験
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
▼
「
 冬
  水
  田
 ん
ぼ
」

ふ
ゆ
 み
ず
 た

で
は
微
生
物
や
藻
が
発
生
し
、

そ
れ
を
餌
と
す
る
様
々
な
生

き
も
の
た
ち
が
集
ま
り
、
農

薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に

稲
を
育
て
て
く
れ
る
豊
か
な

土
壌
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す

▼
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
生

き
も
の
た
ち
が
集
ま
る
田
ん

ぼ
の
春
夏
秋
冬
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
▼
今
年
も
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
市
報
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
   　
　
　
　
（
と
）

－明けましておめでとう！！－
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